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箱を開けた！5、まず 


AV アンプ 

TX-SA500 


取巧説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、 
正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に保証書と 
とちに大切に保管してください。 


機能と接続 


音楽/映画鑑賞をずる 


U モコンを使ラ 


その他 


主な特長 

■ DTS"^ デコーダー、ドルビー"^"^デジタルデコーダーおよび MPEG-2 AAC デコーダー搭載 
■已 .1 チャンネル入力端子装備、 DVD-Audio プレーヤーへの掘;張性を実現 

■ 4系統の S-Video 入力端子装備 
■デジタル入力端子として光2系統、同軸1系統 
■ デジタル出力端子として光1系統 

■10 のサラウンドモード（ドルビーデジタル、 DTS、AAC、 ドルビープ□□ジックロ 
ムービー/ミュージック、オーケストラ、アンプラグド、スタジオミックス、 TV □ジッ 
ク、オールチャンネルステレオ） 

■再生周波数の広帯域化を図る WRAT (ワイド-レンジ-アンプリファイアー-テクノロジー) 

■ 9 巨 kHz/24bit D/A コンパ’一夕一搭載 


本機は、デジタル-シアター-システムズ社占、6のライセンスに基づさ製造されています。 

"□TS"、"DTS Digital Surround" IS> デジタル•シアター•システムズ社の商標です。 

** ドルビーラボラトリーズ占、6の実施権に基づを製造されていまず。 

ドルビー、 Dolby、Pro Logic 及びダスレ□記号は、ドルビーラボラト U- ズの商標です。 

AAC バテントマーキング 

Pat. 己,848,3915,291，已己7 5,451,9己4已400 433已，吕22,189己,3已7,已94巳7已2 22已 
己.394,473己,已83,9己2己274.74〇已，己 33.98 1己297 23日 4.9 1 4.70 15,235,671 
07/己40.己巳0已，己79,430 08/678,666 98/03037白7/0287已白7/0吕874白8/0303日 
己.227,788己,吕8己,498巳.481.已14已，己92.己84 5,781 .888 08/039,478 08/211.已47 
己,703,99白08/己巳7,04白08/894,844己,吕9白,238 5,299,239已 .29 白.240已,197,087 
己.490,170己,吕己4,846己2日8.已8已已,37已 . 189 5,581 .6 已4己.己48.己74己.717,821 


付属品 

ご使用の前になの付属品びそろっていることをお確かめください。 
() 内の数字は数量を表しています。 



U モコン （ RC -479 S ) … （1) スピーカーケーブル用ラベル… （1) 取扱説明書…（本書 1) 

乾電池（を云型）… （2) 保罰書… （1) 



音のエチケット 


楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。 


隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッド 
ホンをご使用になるのち一つのち法です。 


お互いにむを配り、快い生を環境を守りましよラ。 
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オーデイオ機器の正しい使いかた 


オーディオ機器をま全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 

/-^ 

絵表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになって 
います。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 t または重傷 
を負ラ可能性び想をされる内容を示しています。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能 
性び想をされる内容および物的損害のみの発ちび想定される内容を 
术しています。 



么警告 
么ミち意 


絵表示の例 


A 

© 

〇 


A 記号はま意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるをのです。 
図の中に具体的なミ主意内容（左図の場合は感電ミ主意）び描かれています。 


S 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものでず。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）び描 
かれています。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 



故障したままの使用はしない 


A 爲 


電源プラグをコンセン 
卜占、5巧いてくだをい 


万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、 
乂災•感電の原因となりまず。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントからないてください。 

煙び出な<なるのをお認して、販売店に修理を依頼してください。 


絶別こ裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 




分解禁止 


本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないで<だい。内部には電圧の高い部分 
びあり、感電の原因となります。内部の点検•整備•修理は販売店に依頼して 
<ださい。 

本機を分解、改造しないでください。义災•感電の原因となります。 


10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧（交流10□ボルト） L 乂外の電圧や船舶などの直流 （ DC ) 電 
源には絶対に接続しないでください。义災-感電の原因となります。 


放熱を巧げない 


0 


本機の通風孔をふさびないでください。 a 風孔をふさぐと内部に熱びこもり、 
义災の原因となることびあります。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに a 風孔びあけ 
てあります。次の点に気をつけてご使用ください。 

本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

本機を、専用ラックけがの押し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込ん 
で使用しないで < ださい。 

テーブルク□スをかけたり、じ ゆ ラたん、ふとんの上に置いて使用しないでく 
ださい。 

本機を設置する場合は、壁から lOcmL ツ上の間隔をおいてください。また、放 
熱をよくするために、他の機器との間は、少し離して置いてください。ラック 
などに入れるとさは、機器の天面から 2 cm じ(上、背面から 10 cm じ(上のすきま 
をあけてください。内部に熱びこをり、义災の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない 


(g) 

0 


7j< 場での使巧禁止 


水めれ禁止 


風呂場では使用しないでください。乂災-感電の原因となります。 


本機は屋内専用に設計されています。めらさないよラにごを意ください。内部 
に水び入ると、义災 '感電の原因となります。 


水の入った容器を置かない 


0 


本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やル 
さな金属物を置かないでください。中に入った場合、火災'感電の原因となり 
よ9 〇 


箱を Sl ： b た5、まず 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A 警告 


■ 中に物を入れない 

0 


• 本機の通風孔などから金属類や燃えやすいをのを差し込んだり、落とし込んだ 
りしないでください。火災•感電の原因となりまず。特にお子様のいるご家庭 
ではごミ主意ください。 


■ 中に水や異物び入った5 

A© 

電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


• 万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 

0 


• 電源コードび傷んだら（お線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼 < ださ 
し、。そのまま使用ずると乂災•感電の原因となります。 


• 電源コードの上に重いをのをのせたり、コードび本機の下敷にならないよラに 
してください。コードに傷びついて、义災•感電の原因となります。コードの 
上を敷物などで覆ラことにより、それに気付かず、重い物をのせてしまラこと 
びあります。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、弓 I っ張ったり、加 
熱したりしないでください。コードび破損して、乂災•感電の原因となります。 


■ 電源コンセントには才ーデイオ機器 urn 接続しない 


0 


• 本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表示されたを格(内でご使 
用ください。表おされた定格！;!上の機器やへヤードライヤ ー、 電気こたつなど 
の電熱器具、オーブン-レンジなどの調理器具は絶対に接続しないでください。 
义災-感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A 霞） 

電源プラグをコンセン 
卜占、5巧いてください 


• 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合には、その 
まま使用しないでください。义災•感電の原因となります。電源プラグをコン 
セントからなさ、必ず販売店にご相談ください。 


■ 雷び鳴りだした5機器に触れない 



• 雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となりま 
す。 


■乾電池を巧電しない 

0 


• 乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれにより、义災、けびの原 
因とな0ます。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


設置上の注意 


0 


A 注意 


強度の足りない台やぐらついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないで<ださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

本機の上に他のオーディオ機器を載せたまま移動しないでください。倒れたり落下して、け 
びの原因となることびあります。 

本機の上に1 OkgL ツ上の重い物や外砕からはみ出るよラな大きなをのを置かないでください。 
バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびあります。 


■ 巧のような場所に置かない- 

0 «調理台や加湿器のそばなどミ由煙や湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災■感 

電の原因となることびあります。 

• 湿気やほこりのをい場所に置かないでください。义災•感電の原因となることびあります。 


接続について 


A 


本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよく読み、電源スイッチを切り、説明に従って接続してください。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定じ(がのコードを使用したりコードを延長したりずると、発 
熱し、やけどの原因となることびあります。 


使用上の注意 


0 


電源を入れたときは音量抓 U ューム）にを意してください。 

長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。アンプ、スピーカー等び発熱し、义災の原因 
となることびあります。 

へッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないようにごを意ください。耳を刺激す 
るような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特におモ様にはごミ主意ください。倒れ 
たり、こわれたりして、けびの原因となることびあります。 

キャッシュカード、フロッピーディスクなど、磁気を利用した製品を近づけなしでください。 
磁気の影響で製品び使えな<なったり、データび消失することびあります。 


電源〕ード、電源プラグの注意- 

• 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、乂災•感電の原因と 

0 なることびあります。 

• めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となることびあります。 

• 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードび傷つき、火災- 
感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜いてください。 

• 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、乂災の原因となることびあります。 


© 


電源プラグをコンセン 
卜占、5巧いてください 


旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、ま全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください。乂災の原因となることびあります。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、おず電源プラグをコンセントから巧き、機器間の 
接続コードなどが部の接続コードをがしてから行ってください。コードび傷つさ、火災■感 
電の原因となることびあります。 



箱を Etl た5、まず 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


A 注意 


■ 電池について 

A 


雜電池をリモコンに拝入する場合、極性表示（プラス+とマイナスーの向き）にミ主意し、表示 
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液をれにより、火災、けびや周囲をミち損す 
る原因となることびあります。 


0 


雜指定し义列の電測ま使用しないでください。また、新しい電池と古い電池をミ居だて使用しないで 
ください。電ミ也の破裂、液もれにより火災、けびや周囲の巧損の原因となることびあります。 
• 電池は、加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、义災、けびの原因となることびあります。 


■ スピーカーコードについて 


0 


• スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。 
义災-感電の原因となることびあります。 


■ 点検-工事について 


© 

電源プラグをコンセン 
卜か5巧いてください 


雜お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから巧いて行ってください。感電の原 
因となることびあります。 


A 


• 使用環境にちよりますび、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧めします。ちよりの販売店 
にご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あります。特に湿気のをくなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費 
用等についても販売店にご相談ください。 

• 電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことび知られていま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 

〇 


雜シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないで<ださい。塗装びはげたり変 
あすることびあります。 


• 表面のちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭き取ったあと、乾いた巧で 
ないてください。 

化学ぞラをんなどをお使いになる場合は、それに添付のを意書をなどをお読みください。 
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リモコンを準備ずる 


乾電池を入れる 

1. カバーをち印の方向に f 甲し上げてはずす 



2. 中の極性表示にしたがって、付属の乾電池2個を 
+ (プラス）と一(マイナス）を間違えないよう 
に人れる 



ご注意 


-種類の異なる電池や、新しい電池と古い電池を混用しな 
いで < ださい。 

-長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防 
ぐために電池を取り出しておいてください。 

•寿命びなくなった電池を入れたままにしておくと腐をに 
より U モコンをいためることびあります。 U モコン操作 
の反応び悪くなったときは、ただちにちい電池を取り出 
して2本とち新しい電池と交換してください。 

-使巧頻度にをよりますび、付属の電ミ也の寿命は約己力月で 
す。電池は、単3型をご使用ください。 


U モコンを使ラ 


U モコンを本機の受光部に向けて使用してください。 U モコ 
ンからの信号を受信すると、本機の STANDBY インジケー 
夕 一び点灯し ます。 



ごま意 


- U モコン受光部に日光やイン；（一夕一堂光ななどの強い 
光を直接当てると正しく動作しないことびあります。 

-赤外線を使った機器の近くで使用したり、他のリモコン 
を併用すると誤動作の原因となります。 

. 1」モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタ 
ンび押し続けられた状態になり、電池び消耗してしまラ 
ことびあります。 

. オーディオラックのドアに色付をガラスを使っていると、 
U モコンび正常に機能しないことびあります。 

-1」モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると操作で 
さません。 


箱を賢たら、まず 
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DVD ホームシアター早 わかりガイド 


お手持ちの DVD プレーヤー、テレビ、スピーカー目本（左ちフ n ント、センター、左ちサラウンド、サブウーファー）を 
使ってホームシアターを簡単にお楽しみいただ<ための早わかりガイドです。 

他の機器を接続する場合や操作、設定について詳し<は、14ページ L ソ降をご覧<ださい。 


接続に必要ならの 


接続コード類は、各機器に付属または市販のものをご使用ください。また、お手持ちの機器によっては異なる場合があります 
ので、各機器に付属の取扱説明書も併せてご覧ください。 


DVD プレーヤー 



(機種によっては同軸ケーブル) 




テレビ 



ビデオ用ピンコード S ビデオケーブル 


〇 

〇 


〇 

〇 




スピーカーシステム 




スピーカーコード 


サブウーファー 



DVD ビデオソフト 


接続のしかた 
接続ずる前に 

• 電源コードは、すべての接続び終わるまでコンセントに差し込まないでください。 

• 入力端子は、ホいコネクター ( R の表示)をちチヤンネル、白いコネクター ( L の表示)を左チヤンネル、黄色のコネクター 
( VIDEO 表示)をビデオに接続してください。 

• コードのプラグはしっかりと奧まで差し込んでください。 

1.各 スピーカーの 位置を巧め、本機と スピーカーを 接続する 

理想的な配置については、20ページをご覧ください。 


2. 本機とテレビを接続する 


3. 本機と DVD プレーヤーを接続する 


〔ぉ知5せ1 

. DVD プレーヤーの映像出力を本機の S VIDEO 端子に接続しているとさは、テレビと本機を S VIDEO 端子で接続してく 
ださい。同様に、 DVD プレーヤーと本機を VIDEO 端テで接続しているときは、テレビと本機わ VIDEO 端子で接続して 
<ださい。 

. DVD プレーヤーのデジタル出力を接続するとさは、本機の OPT に AL ] 端テに接続してください。 OPT に AL 2端子や、 
同軸ケーブルで巳 0 AXIAL 端子に接続する場合は、28ページの「デジタル入力の設をやを要」で入カソースに割り当て 
られているデジタル入力を変更する必要びありまず。 
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DVD ホームシアター早わかりガイド 


DVD プレーヤー、テレビとの接続 

詳しくは18、19ページをご覧ください。 



スピーカーシステムの接続 

詳しくは 2] ページをご覧<ださい。 


ヴプ 

ウーファ- 




ちフ□ント 
スピーカー 

- n + 

ちフロント 
スピーカー 

- ••+ 

ちヴラウンド 
スピーカー 

— m + 

ちサラウンド 
スピーカー 

センター 

スピーカー 

— M + 










I 
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差し込み不完全 
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箱を Sit } たら、まず 
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DVD ホームシアター早わかりガイド 


操作のしかた 


操作ずる前に 

• 本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れて、他の機器の動作に影響を与えることびあります。コンピューター 
等の機器とは別系統のコンセントにつないでください。 

• 本機はを電源スイッチ （POWER ) を入 （_0 N) の状態で工場を出荷されますので、最初に電源コードのプラグをコン 
セントに差しこむと STANDBY インジケーターび点灯し、下記の手順2と同じ状態になります。 

• 9ページをご覧になり、リモコンの準備をしてください。 


2 . 3 . 4 . 




[] 内の数字は詳しく説明してあるページでず。 

1. 電源コードを壁のコンセントに接続する [23] 

2. POWER スイッチを巧してま電源を入れる 

3. 本機またはリモコンの STAND 己 Y/ON ボタンを巧 
して、電源を入れる 

4. 表示部にスピーカ ーA のインジケーター。]が点な 
していることを確認する [30] 

点打していない場合は、本体の SPEAKERS A もしく 
は U モコンの SP A ボタンを押して点なさせてくださ 
い。 

5. 入力切り換えボタンの DVD を押す 

6. DVD プレーヤーの再生を始める 

7. 本機の MASTER VOLUME つまみ、またはリモコ 
ンの VOLUME ▲/ ▼ボタンで音量を調節する。 

8. サブウーファーモードを選ぶ [26] 

初期設定では OFF になっていまずので音び出ません。 
Model、 2、3の中から選んでください。 


〔ぉ 知 5 せ 1 

より効果的にサラウンド音声をお楽しみいただくには、スピーカー設定をする必要びあります。理想的な配置でスピーカーを 
設置でをない場合や、スピーカーの性能にばらつさびある場合は、スピーカーの設定び重要になります。 

24〜2日ページをご覧になり、各スピーカーの音量バランスを調整してください。 































































































DVD ホームシアター早わかりガイド 


リモコンでできる主な操作 


[] 


内の数字は詳しく説明してあるページです。 yp 


本機の電源を入/切（スタンバイ）ずるに 3] 
選択できるリスニングモードを順に選ぶに 6] 
ダイレクトにリスニングモードを選ぶに 6] 

シネマフィルターの効果を効かせるに 3] 
レイトナイトの効果を効かせるに 3] 


才ーディオ入力信号のフォーマットを切り換えるに9、 32] -I 

押すたびに次の順で切り換わります。 

Auto 一 Multich 一 Analog 

L 」 



スリープタイマーを使ラ [31] 

押すたびに次の順で切り換わります。 
90分一80 一 70 一 60一 已0-| 
解除卜1日卜2日卜3日卜4日」 

表示部の明るさを変える [31] 

押すたびに次の順で切り換わります。 
やや暗い-^暗い^通常 
t I 


マルチチャンネルを楽しむに 9] 

1. 入カ ソースを DVD にす る 

2. AUDIO SELECTOR ボタンを巧して、 
「 Multich 」 を選ぶ 

入カソースを切り換えるに 7] 


EHEHEHE) 


TEST 州 SEL LEVEL 

O O 


スピーカー A、 スピーカ ーB をオン/オフずる [30] 


音量のバランス調整をずるに6、 32] 

1. TEST ボタンを巧す 

次の順でテスト音び出ます。 

フ□ントちーセンタ ー- -フ□ント左 

t 1 

サブウーファー*-サラウンドを^サラウンド左 

2. CH SEL でスピーカーを選ぶ 

3. LEVEL ▲/ ▼で音量を調整する 

4. TEST ボタンを巧して終了する 


TAPE TUNER CD 

/IDE01 VIDEO2 VIDEOS 


QNKVO 

MOTE CONTROLLER RC-479S 


-時的に音声をルさくずるに 0] 


音量を調整ずるに 7] 


オンキヨーの DVD プレーヤーを本機の U モコンで操作する 



3. の/1ボタン 
2. DVD モードボタン 


4.DVD 0SD 

操作ボタン 


1. RI ケーブルで本機と DVD プレーヤーを接続する 

RI ケーブルはオンキヨー製 DVD プレーヤーに付属し 
ています。詳しい接続のしかたについては、22ページ 
をご覧 < ださい。 

2. DVD モードボタンを巧す 

3. DVD プレーヤーの電源を入れる 

4. DVD プレーヤーを操作する 

グレーのボタンび DVD プレーヤー操作用として使用で 
きます。各ボタンの機能については、39ページをご覧 
<ださい。 

本機操作用に戻したい場合は RCVR/TAPE ボタンを押 
します。 


箱を賢たら、まず 
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各部の名称 


前面 

詳しい説明は [] のページをご覧ください。 


①③ 


⑤④⑥⑥ の® ③饭）⑩® 




© POWER スイッチ（ま電源）に3] 

本機の電源を入れまず。主電源び入ると、 STANDBY インジ 
ケーターび点灯します。をラー度このスイッチを押して切 
C1OFF) の状態にずるとを電源び切れます。 

© スタンバイ オン 

STANDBY / ON ボタン |；23] 

主電源び入っているとをに巧ずと、表示部び点打し、約已秒 
間音量び表示されたを、入カソースび表示されまず。ちラー度 
巧すと、本機をスタンバイ状態にします。スタンバイ状態で 
は、表示部び消巧し、操作はできません。 

® スタンけイ 

STAND 己 Y インジケーター|；23] 

スタンバイ状態の時や U モコンからの信号を受信するたび 
に点灯します。 


チでンネルセレクター 


レベル 

LEVEL ►ボタン 


[吕6、 32] 

で ITS で L ボタンあるいは SUBWOOFER ボタンを押して選 
んだ スピーカーの レベルを上げ下げしまず。 


® リモコン受光部 [9] 

U モコンからの操作信号を受けまず。 

O IJ スニング モード 

LISTENING MODE ボタン [36] 

リスニングモードを選びます。 

□SP ボタンを押ずと、オンキヨー独自の DSP モードを順に 
呼び出すことびでさます。 DIRECT. STEREO、 
SURROUND ボタンを押すと、直接その U スニングモード 
を呼び出ずことびでをます。 


® DIMMER ボタン [31] 

表示部の明るさを調整します。「通割「やや暗い」「暗しリの 
いずれかに調整でさます。 

© DIGITAL INPUT ボタン |；吕8] 

本機のデジタル入力端子にデジタル機器を接続していると 
きに、接続に合わせてデジタル入力端テを割り当てます。 

SUBWOOFER MODE ボタン [26] 

サブウーファーモードを選択します。 


© チャンネルセレクト 

CH SEL ボタンに6、 32] 

レベル調整したいスピーカーを選びます。 


(D SU 己 WOOFERTtt •タン [26] 

サブウーファーのレベル調整をしたいとさに押します。 


@ 7-ジャスト 

ADJUST -^/►-ポ：タン[吕4、吕己、 32] 

オーデイオ アジャスト スピーカー アジでスト オーデイオ 

AUDIO AD」UST や SPEAKER ADJUST、AUDIO 
SELECTOR などで還んだ モー ドの数値や パラメーターの 
調整をするとさに使います。 



マスター ボリューム 

MASTER VOLUME つまみにフ] 


音量を調整します。ちに回すと音量び大さくなり、左に回す 
と音量びルさくなります。 


® スピーカーブ 

SPEAKERS A / 己 Ttt •タン[吕7、 30] 

SPEAKERS A ボタンでスピーカーシステム A を、 
SPEAKERS B ボタンでスピーカーシステム B をオン/ 
オフします。オンにすると、表示部のスピーカ ーA/B 表 
おび点灯します。 A と B を同時に使用することをでさま 
す。 
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各部の名称 


表示部 

詳しい説明は [] のページをご覧ください。 



© PHONES 端子 [30] 

ステレオへッドホンを接続ずるための標準ステレオ端子です。 
左ちフ□ントスピーカーの音声びへッドホンに出力されます。 

© ディス7レイ 

D 旧 PLAY ボタン [31] 

巧すたびに、表示内容び切り換わります。 

⑩ AUDIO SELECTOR ボタン[吕9、 32] 

オーディオ入力信号のフォーマットを選びます。巧すたび 
に、入力信号のフォーマットび切り換わります。 

⑩入力切り換えボタン （ DVD 、 VIDEO 1〜3、 

TAPE 、 TUNER 、 CD ) [27] 

入カソースを選びます。 TAPE ボタンを 2 秒巧すと TAPE と 
MD の切り換えびでをます。 

© スピーカー アジャスト 

SPEAKER ADJUSTTtt •タン[吕4、2己] 

スピーカー設定をするとをの設定項目を呼び出します。 

@ オーディオ アジャスト 

AUDIO ADJUST ボタン [33] 

バス/トレブルなどの音質調整、シネマ-フィルターやレイ 
トナイト機能の設定をするときに押します。 

@ ビデす インプット 

VIDEO 3 INPUT 端子 [37] 

ビデオカメラやゲーム機器などを接続します。 


スピーカー A/B 表示 [30] 

選んでいる スピーカーシステムを 表示し まず。 

也 MUTING 表示 [30] 

S ユート機能使用時に点滅します。 

( C ) ソース/リスニングモード表示[27、 36] 

ソース（音源）のフォーマットに応じていずれかのソース 
表示び点灯します。また、 U スニングモードに応じていず' 
れかのI」スニングモード表示び点なします。 

@ SI_EEP 表示 [31] 

スリープ機能使用時に点なします。 


@を目的表示部 

通常は入カソースと音量び表示されます。 DISPLAY ボタ 
ンを押すとリスニングモードや入カソースのプログラム 
フォーマツトび表示されます。 


機能と接続 
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各部の名称 



(Z)® ® ® 〇 ® ® 


① 


D に ITAL OUTPUT 端子 [18] 

デジタル出力端子として、光端子 （ OPT に AL ) び1系統 
ありまず。 MD レコーダーや巳□レコーダー、 DAT などを 
接続します。この端テは D に ITAL INPUT 端子から入力さ 
れた信号のみを出力します。 

② DiStAL IN ノ PUT 端子 [18 、 19] 

デジタル入力端モとして、光端子 （ OPT に AL ) び2系統、 
同軸端子 （ COAXIAL ) び]系統あります。これらの入力 
端テに DVD プレーヤー、八ードディスクレコーダー 、 CD 
プレーヤーなどのデジタルソース機器を接続します。 

⑤ R 喘子に 2] 

RI 端モ付さのオンキヨー製 CD プレーヤーやカセットテー 
プデッキなどを、各機器に付属の R I ケーブルで接続する 
と、本機に付属のリモコンでこれらの機器を操作すること 
がでさます。 

RI 端子を接続したあとは、他機操作用の U モコンボタンを 
確認してください。（陪38、3吕ぺージ） 

® FRONT SPEAKERS A/ 己!!品子 [21] 

左ちフ□ントスピーカーを接続します。 A 、 B の2系統接 
続ずることびでをます 。 SPEAKERS A 端子はバナナプラ 
グにち対応しています。 


© サラウンド スピーカー センター 

SURROUND SPEAKERS; 荒子、 CENTER 

スピーカー 

SPEAKER 端子 [21] 

センター、左ちサラウンドの各スピーカーを接続します。 


© エ ーシー アウトレット 

AC OUTLET 


(電源コンセント） [19] 


本機裏面の電源コンセントに他機の電源コードを接続する 
ことびでさます。他機の電源スイッチをオンのままにしてお 
けば、本機の POWER スイッチと連動させて他機の電源ち 
入れたり切ったりすることびでをまず。 


の SUBWOOFER PRE OUT 端子 [21] 

アクテイフサブウーファー(アンプ内蔵のサブウーファー) 
を接続しまず。 

W CD IN 端子 [18] 

CD プレーヤーを接続しまず。 

W T 之 PE IN/OUT 端子 [18] 

カセットテープデッキや MD レコーダーなどの録音機器を 
接続します。 

〇〇) TUNER IN 端子 [18] 

チューナーを接続します。 

CLP VIDEO 1 IN/OUT、 2 IN 端子 [19] 

VIDEO 1 にはビデオカセットレコーダーを接続します。 
VIDEO 2にはビデオカセットプレーヤーや BS/CS 
チューナーなどを接続します。 

© テ•イー^7イテ•イ 

DVD 端子 [19] 

□ VD プレーヤーや已 . 1チャンネルの外部デコーダーを接続 
します。 

FRONT L / R 端子は通常のアナ□グ入力としてもお使いい 
ただけまず。 

夕 ~)^ウト 

MONITOR OUT 端子 [18] 

モニター出力には映像端子 ( VIDEO ) と S 映像端子 
(S VIDEO ) びありまず。テレビまたはプロジェクターを 
接続します。 

〔ぉ知5甘I 

本機の音声入力端テには、レコードプレーヤーを直接接続 
することはでさません。 

レコードプレーヤーを接続する場合は、フォノイコライ 
ヴー（当社製 PE -] 已已など）をお買いホめの上、空いてい 
る音声入力端子 （IN L / R ) に接続してください。 

詳しくは、フオノイコライヴーやレコードプレーヤーに添 
付の取扱説明書をご覧<ださい。 


背面 

詳しい説明は [] のページをご覧ください。 

の②③ ® ⑤ ⑥ 
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各部の名称 


U モコン 

詳しい説明は [] のページをご覧ください。 






TEST CH SEL LEVEL 

O O 


① SLEEP ボタン [31] 

スリープ時間を設定します。 

U モコンのみの機能でず。 

(D STANDBY/ON ボタン | ； 23] 

本機の電源を入れたり、スタンバイ状態にします。 

(3) リスニングモード切り換えボタン [36] 

U スニングモードを逞びます。 

④ CINE がぞ 日ボタン [33] 

シネマ-フィルター機能をオン/オフします。 

ら； LATE MGHT ボタン [33] 

レイトナイト機能をオン/オフします。 

(6) TEST/CH SEL/LEVEL ▲/▼ ボタン | ； 26 、 
32] 

各スピーカーの音量を調整するとさに使います。 

(7) Atjoib sil ボタンに 9 、 32] 

オーディオ入力信号のフォーマツトを選びます。 

® 入力切り換えボタンに 7] 

入カ ソースを 選びまず。 

@ 5ユーティンヴ 

MUTING ボタン [30] 

S ユート機能をオン/オフします。 

U モコンのみの機能でず。 

⑩ DIMMER ボタン [31] 

表示部の明るさを調整します。 

〇モード切り換えボタン [38 、 39] 

操作する機器 （ DVD / CD / TAPE ) を還びます。 

⑩ちを A/ 苗を B ボタン [30] 

スピーカーシステム A / B をオン/オフします。 

® AuSlOADJUS ' h 1 t .々> [33] 

バス/トレブルなどの音質調整、シネマ-フィルターやレ 
イトナイト機能の設定をするとをに押します。 

@ ADJUST ◄/► ボタン [ 吕 4 、吕己、 32] 

AUDIO ADJUST や SPEAKER ADJUST、AUDIO 
SELECTOR などで選んだ モー ドの数値や パラメーターの 
調整をするとさに使います。 

© VOLUME ▲/▼ ボタンに 7] 

音量を調整します。 

® 他機操作ボタン [38 、 39] 

TAPE / DVD / CD / TUNER 端テに接続したオンキヨー製品 
を操作するとさに使用します。 




























































































































オーディオ/ビデオ機器を接続ずる 


ここでは本機に主な機器を接続する一般的なち法を説明し 
ます。ちコネクターや端子の特性 ] 6ページ参照）およ 
び各機器の特長を十分理解し、目的に応じて最適な方法で接 
続して < ださい。 

-接続する機器に付属の説明書ちおずお読みください。 

-電源コードは、ずべての接続び終わるまで接続しないで 
<ださい。 

-入力端子は、ホいコネクター ( R の表示）をちチャンネ 
ル、白いコネクター （ L の表示）を左チャンネル、黄ち 
のコネクター ( VIDEO 表示）をビデオに接続してくだ 
さい。 

CD のデジタル出力は、 COAXIAL 端子に割り当て6れていまず。お手持 
ちの CD プレーヤーが OPTICAL 出力の場合は、光デジタルケーブルで 
OPTICAL 1端モや OPTICAL 2端テに接続し、吕 S ぺージの「デジタル 
入力の設定や変更」にしたびって、入カソースに割り当て5れているデジ 
タル入力を変更してください。 


コードのプラグはしっか 
りと奥まで差し込んでく 
ださい。接続が不完全で 
すと、雑音や動作不良の 
原因となりまず。 


差し込み不完全 



奥まで差し込んでください 


ビデオコード、オーディオ用ピンコード類は、電源コード 
やスピーカーコードと一緒にまねないでください。音質 
や画質が悪くなることびあります。 

光端テに接続ずるとをは、キャップをは 
ずしてください。光端子を使用しないと 
きは、必ずキャップをはめてください。 


風 



CD プレーヤー ( CD ) 

DIGITAL 

OUT 

AUDIO OUT COAXIAL 

© © I © 


テレビまたはプ□ジエクター 
(MONITOR OUT ) 

VIDEO S VIDEO 



音青（ち)三 
OPTICAL (光） 


ビデオ用ピンコード 
(アナ□グ信号） 

S ビデオケープル 
( S ビデオ信号） 

オーディオ巧ピンコード 
(アナ□グ信号） 

光デジタルケーブル 

同卽（コアキシアル）ケープル 



R L R L 


R L 

團 I 圏 © © © © 


◎ ◎ 

DIGITAL DIGITAL AUDIO IN AUDIO OUT 

IN OUT (REC) (PLAY) 

OPTICAL OPTICAL 


AUDIO OUT 

カセットテープデッキ、 MD レコーダー、 


チューナー 

DAT、CD レコーダー (TAPE) 


(TUNER) 


TAPE 端子に接続している機器のデジタル出力を接続ずると 
きは、本機の OPTICAL 2端子に接続してください。 
OPTICAL 1端子や COAXIAL 端子に接続ずる場合は、 2 S 
ページの「デジタル入力の設定や変更 J で入カソースに割り当 
て5れているデジタル入力を変更ずる必要がありまず。 

光デジタル入力端子のある機器の場合は、本機の D に ITAL 
OUTPUT 端子に接続して下さい。 

TAPE OUT 端子には、 DIGITAL INPUT 端子か5入力され 
た信号は出力されません。（アナ□グ変換は巧いません。） 
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オーディオ/ビデオ機器を接続ずる 


DVD 、 VIDEO 1 、 VIDEO 2 、 MONITOR OUT 端テにつし、て 

S ビデオ端モ接続またはビデオ接続は、テレビの接続に合 
わせてどちらかを接続してください。 


DVD プレーヤー、日.1チヤンネル 
出力端子のある機器 （ DVD ) 


DIGITAL S VIDEO VIDEO AUDIO OUT 

OUT OUT OUT FRONT SURR CENTER SUBWOOFER 

國 IOI ◎|◎◎© ◎◎鐵 


DVD プレーヤーの才ーディオ出力び吕チャンネルのみの場合は、 
FRONT L / R に接続してください。 

DVD プレーヤーのデジタル出力を接続ずるとをは、本機の 
OPTICAL 1端子に接続してくだをい。 OPT 忙 AL 吕端子または 
COAXIAL 端テに接続する場合は、28ぺージの「デジタル入力の 
設定や変更」で入カソースに割り当て5れているデジタル入力を変 
更ずる必要がありまず。 


化 



本機の電源コンセントに1 00 W を超える機器は絶巧 
に接続しないでください。 

本機の電源コンセントはより良い音で聞いていただ 
<ために、極性の管理びされています。他機の電源 
コー ドの白いラインなどの目印側を、本機の電源 コ 
ンセントの広い方 （⑩ マーク側）に合わせて接続し 
てください。他機の電源 コー ドに極性表示びない場 
合は、どちらを接続してちかまいません。 


FRONT 

f - SPEAKERS A - 

+ - 

FRONT SURROUND 

Y — SPEAKERS B—Y - SPEAKERS - 

+ - 

に 

\ ソ 


側 欄 

CENTER 

- SPEAKER - 

+ — 

A®® 

aM a®# 



AC OUTLET 


互 


1 i 



AC -3 RF 出力端子 
のついている LD 
プレーヤーを接続 
する場合は、 AC -3 
RF デモジユレー 
ターを通して 
DIGITAL INPUT 
端テに接続して< 
ださい。 


R L 


R L , , . R L , , 

© 劍©!贷 


◎ ◎1©101©©1劍贷 

AUDIO VIDEO S VIDEO 


AUDIO VIDEO S VIDEO AUDIO VIDEOS VIDEO 

OUT OUT OUT 


IN IN IN OUT OUT OUT 

ビデオカセツトプレーヤー、 
BS / CS チユーナー、 

LD プレーヤ ー* (VIDEO 2) 


ビデオカセット レコーダー 
( VIDEO 1) 


オーディオ•ビデオ用ピンコード 
(アナ □グ信号） 


S ビデオケープル 
( S ビデオ信号） 

光デジタルケーブル 
(デジタル信号） 

信号の流れ 


(ま）テレビの接続 （S VIDEO 、 VIDEO ) 
に含わせてどち5かを接続してくだ 
さし、。 


VIDEO 1や VIDEO 2に BS チューナーなどのデジタル出力端子のある機器を 
接続ずるときは、本機の DIGITAL INPUT 端テに接続ずることができまず。こ 
の場合は、 2 S ベージの「デジタル入力の設定や変更」で、 VIDEO 1もしくは 
VIDEO 2に該当するデジタル入力を割り当ててください。 

VIDEO 1 OUT 端子には、 D に ITAL INPUT 端子か5入力された信号は出力さ 
れません。（アナ□グ変換は行いません。） 


機能と接続 
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スピーカーを配置ずる/接続ずる 


本機には、2系統のスピーカー由端子 （FRONT SPEAKERS A、FRONT SPEAKERS B ) だ':友 D ます。 

スピーカーシステム A は メイン ルー ムに、スピーカーシステム B はサフ ルームに 置くなどの使い方び でをます。 

スピーカーシステム A のスピーカー構成 

フロントの左、センター、ちスピーカー、サラウンドの左ちスピーカー、サブウーファーび接続でを、マルチチャンネル再 
生びでさます。 

スピーカーシステム B 系統の スピーカー構成 

フロント左ちスピーカーのみび接続でさ、ステレオでの再生びでさます。 


スピーカーシステム A の標準的なスピーカー配置 


サラウンドを効果的に楽しむためには、スピーカーを正し 
く配置ずることび必要です。 

スピーカーの配置は、部屋の大ささや壁の材質などによっ 
てもをわってさますび、ここでは標準的なスピーカー配置 
を紹介します。下を参考にしてサラウンド音声を最大限 
に生かしてください。 

ちの図のよラに、すべてのスピーカーを接続すると最を理 
想的なサラウンド効果を得ることびでをます。 

しかし、センタースピーカーやサブウーファーびないとさ 
は、センタースピーカーやサブウーファーから出力される 
音声を他のスピーカーに最適に配分し、現在のスピーカー 
構成で可能なサラウンド効果を最大限に引き出します。 

フ□ン トス ピーカーについて 

フロントスピーカーのラち、センタースピーカーは音源効 
果や、音の動きを高め、より豊かなサウンドイメージを再 
現します。 

• 左ちスピーカーとセンターの3つのスピーカーを音楽 
や映画を鑑賞する人（リスナー）に向けて配置します。 

• 高さはリスナーの耳の位置に調節しまず。 

サラウンドス ピーカーについて 

サラウンドスピーカーは音の立体的な動きを表現し、あたかをその場にいるかのような臨場感を高めます。 

• 左ちのサラウンドスピーカーは左ちから向さ合ラよラにし、 U スナーびサラウンドスピーカーからの音の広びりの範囲内 
に入るように設置します。 

• 高さは、リスナーの耳の位置より1メートル高くなるよラに調節します。 

サブウーファーについて 

アンプ内蔵のサブウーファーを使用してください。力強い重1氏音を再現します。 

サブウーファーはどこに配置しても音響効果にはさほど影響を与えません。置きやすい場所に設置してください。 
スピーカーの取扱説明書も同時に参照し、最ち効果のあるサラウンド音声をお楽しみください。 



左サラウンド _ ちサラウンド 

スピーカー [// スピーカー 



視聴位置 


付属のスピーカーラベルの使い方 


本機のスピーカー端子は+側に色をつけて識別しやずくしていますので、付属のスピーカーラベルをスピーカーケーブルに 
貼ることにより、スピーカーを確実に接続することびでさまず。 

スピーカーケーブルにラベルを貼り、ラベルと同じ色のスピーカー端子に接続してください。 


各端モはけ下のよラに色分けされています。 


左フ□ント （+) 

白 

ちフ□ント （+) 

ホ 

センター (+) 

緑 

左サラウンド （+) 

青 

ちサラウンド （+) 

灰色 



スピーカー端テへ 












































スピーカーを 配置ずる/接続ずる 



スピーカー システム B 
の接続 


接続ずる前に 

-接続するスピーカーの取扱説明書ち参照してください。 

. プラス （+) とマイナス （一) を間違って接続したり、 
左ちのスピーカーを間違えて接続しないでください。音 
声び不自然になります。 

. スピーカーはインピーダンスび日 n 〜]己 n のをのを接 
続してください。日£2未満のスピーカーを接続すると、 
アンプび故障することびあります。 

-回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのお線を絶対に 
ショートさせないで < ださい。 

-スピーカー端子に複数のスピー 
カーコードは接続しないでください。 

故障の原因になります。 

• 1台のスピーカーだけを使用する場合やモノラル音声を 
再生する場合、1台のスピーカーを左ちスピーカー端子 
に並列接続しないでください。 




0 



サブウーファーの接続 

パワーアンプ内蔵のヴブウーファーは、オーディオ用ピンコー 
ドを使って SUBWOOFER PRE OUT 端テに接続しまず。 

アンプを内蔵していないサブウーファーの場合は、アンプ 
を SUBWOOFER PRE OUT 端子に接続し、サブウー 
ファ ーをアンプに接続して < ださい。 


フ□ント スピーカース エー サラウンド スピーカーズ 

FRONT SPEAKERS A、SURROUND SPEAKERS お 
よび CENTER SPEAKER 端子への接続のしかた 

1 . スピーカーコードの巧のビニー h — H 
ル（絶縁体）部分を、お線を残 
して 15 mm はがし、露出した 
お線をよじる。 

2. スピーカー端テをゆるめる 


3. スピーカーコードの芯線を奧ま 
で差し込む 



4. スピーカー端子を締め付けス 
ピーカーコードを固定ずる 



フ□ント スピーカーズ ビー 

FRONT SPEAKERS B 端子への接続のしかた 

1 0mm 

1. スピーカーコー ドの巧のビ ニー h ~ i 

ル（絶縁体）部分を、お線を残 — ( 

して 10 mm はがし、露出した 
お線をよじる。 


2. つまみを巧して広げる 




3. スピーカーコー ドのお線を奥ま 
で差し込む 

指をはなずとつまみび元の位置 
に戻りまず。 



スピーカー システム A 
の接続 


サブ 

ウ—ファ— 


八 


ちフ□ント 
スピーカー 

—11 + 

ちフ□ント 
スピーカー 

— M + 

ち 

サラウンド 

スピーカー 

-M + 

左 

サラウンド 

スピーカー 

-H + 

センター 

スピーカー 

—!• + 
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機能と接続 
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Rl 端子付きオン丰ヨー製品を接続ずる 


本機の R I 端テは、同じ R I 端テを持つオンキヨー製品と接 
続するためのちのです。 RI 接続した機器は、本機の I 」モコ 
ンで操作することびできます。 

さらに、次のよラなシステム操作びでをます。 

電源オン/レディ機能 

本機びスタンバイ状態のとき、 RI 接続した機器の電源を入 
れると、本機の電源び自動的に入り、入カソースも接続機 
器に切り換わります。ただし、 RI 接続した機器の電源コー 
ドび本機の電源コンセント （ A 巳 OUTLET ) に接続されて 
いる場合や、本機の電源び入っている場合は、この機能は 
働さません。 


RI 端モ付きオンキヨー聲品（例： DVD プレーヤ ー) 


ダイレクトチェンジ機能 

RI 接続した機器を再生ずると、本機の入カソースび自動的 
に再生中の機器に切り換わりまず。 

電源オフ機能 

本機をスタンバイ状態にすると、 RI 接続した機器すべてび 
スタンバイ状態になります。 

知 5 は 1 

. MD レコーダーは本機の TAPE 端子に接続してくださ 
し、。またその場合は、本機の入力を TAPE から MD に 
切り換えてください。（《^29ページ） 

• RI 接続した場合を、ピンコードでの接続は必要です。 




RI 端子付をオンキヨー留品び吕台な上ある場合 
の接続例 


-本機に R I 接続した機器び2つの R I 端子を持っている 
場合は、をラーちの RI 端テにさらに RI 端子付をの機 
器を接続ずることびでさます。機器による接続順序は特 
にありません。 

-プラグは奧までしっかり接続してください。 

• 必ず R I マークの付いた端子に接続して<ださい。 

-本機の RI 端子は、オンキヨー製品 L ソ外の機器とは接続 
しないでください。故障の原因になります。 


ごミち意 


-部の機器ではシステム動作しないことびあります。 
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電源を入れる 


接続ずる前に 

• 18〜22ページの接続びすべて終了しているか確認してください。 

• 本機の電源を入れると瞬間的に大きな電流び流れてコンピューターなどの機器の動作に影響を与えることびあります。コ 
ンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコンセントにつなぐようにしてください。 




本機を最初にお使いになるとをは 

本機はを電源スイッチ （ POWER ) を入 (_ ON ) の状態で工場を出荷されますので、最初に電源 コー ドのプラグを コン セ 
ントに差し込むと STANDBY インジケーターび点灯し、下記の手順2と同じ状態になります。 


STANDBY/ON 


STANDBY/ON- 


Dh なが Dim が A 

—«= 2 j| C=J ( 



DIMM が の " 

〇〇 
DSP PRESET 曲 

口 QmQ ◎ 

□IReCT の R が 

回回国 ◎ 

糾快 … ASTBIEO RCVB/WE 

国回国〇 

CIWFOn SPA 

f 7 ， 11，1 rn 

"nw 日 KT SPB DISC 

iCTi iS 

6 

SETUP 




本機の電源を入れる 


1. 電源コードを壁のコンセントに接続する 

吕. POWER スイッチを f 甲してま電源を入れる 

本機びスタンバイ状態になり、 STANDBY インジケー 
夕一び点な しまず。 

主電源びオフになっているとリモコンのボタンは働さま 
せん。 


しぉ知5せ） 

電源コードはより良い音で聞いていただくために、極性の 
管理びされています。電源コードの白線マークのほラを家 
庭用の電源コンセントの溝の広いほラに合わせて差し込ん 
で < ださい。 


3. 本機、またはリモコンの STANDBY / ON ボタンを 
巧して、電源を入れる 

電源び入り、 STANDBY インジケーターび消灯します。 

本機の電源を切り、スタンバイ状態にずるには、本機ま 
たは1」モコンの STANDBY / ON ボタンを押します。 

な回使用時のために、音量を最ルにしてから、電源を 
切ってください。 


機能と接続 
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スピーカーの設定をずる 


マルチチャンネル再生を楽しむには、スピーカーの構成や、ク□スオーバー周波数の設定、ディレイタイム（遅延時間）、音 
量バランスの調整をする必要びあります。ここでは、スピーカーシステム A 0^20ページ）の設定をします。（スピーカー 
システム B の設定はありません。） 

スピーカー構成や配置を変えない限り、通常は設定を<り返ず必要はありません。 



7ルチチヤンネル 

ヘッドフオンを接続しているときや、スピーカーシステム目がオンになっているとき、 Multich 選択時、再生中は設定でき 
ません。 


SPEAKER ADJUST 



スピーカー 構成を設定ずる 

1 -SPEAKER AdJIiST ボタンを巧して 
「 Speaker :」 表示にずる 

2. ADJUST -^/ ►ボタンをくり返し巧して、ス 
ピーカー構成を選ぶ 

Sch 、3 ch 、4 ch 、 己 ch の中から選びまず。 

フ□ント左 センター フ□ントち 



サラウンドを サラウンドち 



ク。 hl 

-…- 


4 か 1 

ミ.-: 




左ちフ□ントスピーカー 


左ちフ□ント、センタースピー 
力一 

左ちフ□ント、左ちサラウンド 
スピーカー 

左ちフ□ント、センター、左ち 
サラウンド スピーカー 


〔ぉ知5せ1 

• 現在のリスニングモードび逞がでをないスピーカー構成 
を設定した場合、自動的に1」スニングモードび変化しま 
す。 

• 表示部び通常表示のとをに現在設定されているスピー 
力一構成を確認するとをは 、 SPEAKER ADJUST ボ 
タンを]度だけ押します。 


ク□スオーバー周波数を設定する 


スピーカーの 能力にあわせて クロスオーバー 周波数を設定 
しよ 9 〇 

設定した周波数しツ下の低音域をサブウーファーから出力し、 
設定した周波数しソ上をその他のスピーカーから出力しまず。 
初期設定は 80 Hz となっていまず。 

1 .SPEAKER AD JUST ボタンをくり返し巧して、 
に m 岂 sOverJ 表示にする 

押すたびに 、 Speaker -► Crossover -► 

巳 enterDelay -*• Suit Delay -► '''と表示されます。 

2. ADJUST ィ/^ボタンをくり返し押して、クロ 
スオー ■/ V — 周波数を選ぶ 

80 Hz 、 100 Hz 、 120 Hz の中から選んでください。 
下記の例を設定の目安にしてください。 

サブウーファーし义 H のスピーカーび比較的ル型の場合 
他音域びあまり出ないスピーカーの場合）： 1吕 OHz 

サブウーファーし义 H のスピーカーび比較的大型の場合 
(ほ音域び良く出るスピーカーの場合） ：80 Hz 


より正確に設定したい場合は、各スピーカーの説明書な 
どをご覧になり、スピーカーの再生周波数帯域に合わせ 
て設定してください。 

また、実際に聞いてみて、サブウーファーから出る音び 
足りない場合は高めに、をにラるさく感じる場合は化め 
に設定するなどして、ちょうど良いと感じた周波数に設 
定:してください。 
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スピーカーの設定をずる 


SPEAKER ADJUST 



各スピーカーと視聴位置の距離を測る 


センターデイレイの設定 


ここでは、フ□ント、センター、サラウンドのさスピー 
力一から視聴位置に音び届 < 時間のズレ (遅を時間）を入 
力しまず。視聴位置から各スピーカーまでの距離をまず測 
り、計算した数字を表にあてはめ、そこから設定するディ 
レイ値を割り出します。 

視聴位置か日左ちフ□ントスピーカーまでの距離を （ L ) とします。 
視聴位置か日センタースピーカーまでの距離を （ Li ) とします。 
視聴位置からサラウンドスピーカーまでの距離を （ L 2) とします。 


サブ 

センター 

ウーファー 

スピーカー 



テレビ/スクリーン 


ちサラウンド 
スピーカー 



ちサラウンド 
スピーカー 



L2 


1 2 





J ' ( )m ' 



視聴位置 


計割直 

センターディレイ 

サラウンドディレイ 

( m ) 

値 （ ms ) 

値 ( ms ) 

0 

0 

0 

0.3 

1 

1 

0.6 

2 

2 

0.9 

3 

3 

1.2 

4 

4 

1.5 

己 

己 

1.8 

— 

6 

2.1 

— 

7 

2.4 

— 

8 

2.7 

— 

9 

3.0 

— 

10 

3.3 

— 

11 

3.6 

— 

12 

3.9 

— 

13 

4.2 

— 

14 

4.5 

— 

1已 


測った距離から （ L ) と （ Li ) の差をホめ、表からその値 
にもっとも近い数字を探し、そこからセンターディレイ値 
をホめます。 

たとえば、 （ L ) び 3 m 、( Li ) び 2 m の場合 
( L ) - ( Li ) = 3-2 =Im 
とな0まず。 

Im は表を見ると 0.9 m びちっとも近いので、設をするセ 
ンターディレイ値は3となります。 

1 .SPEAKER AD JUST ボタンをくり返し巧して 
に6^1ぞ81巧'33乂」表示にする 

2. ADJUST ►ボタンをくり返し押して、セン 

夕ーディレイの数値を選ぶ 

0、1、2、3、4、已 ms の中から選びます。 

初期値は 0 ms になっています。 


サラウンドデイレイの設定 


測った距離から （ L ) と ( Ls ) の差をホめ、表からその値 
にちっとも近い数字を探し、そこからサラウンドディレイ 
値をホめまず。初期値は已 ms になっています。 

たとえば、 （ L ) び 3 m 、 （1_2)び Im の場合 
( L ) -(1_2) =3-1 = 2 m 
となります。 

2 m は表を見ると8段目の 2. 1 m び最ち近いので、設定ず 
るサラウンドディレイ値は7となります。 

1 .SPEAKER AD JUST ボタンをくり返し巧して 

サラウンドディレイ 

rSurr DelayJ 表示にずる 

2. ADJUST ►ボタンをくり返し巧して、サラ 

ウンドディレイの数値を選ぶ 

〇〜]已 ms の中から選びます。 


音楽/映画鑑賞をする 
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スピーカーの設定をずる 




ヴブウーファーモードを選ぶ 


1 .SUBWOOFER MODE ボタンを f 甲す 

現なの設定び3秒間表示されます。 


吕.現在の設定が表示されている間に 

SUBWOOFER MODE ボタンを繰り返し}甲し 
て、ヴブウーファーモードを選ぶ 

ボタンを巧すごとにサブウーファーモードは下記の 
よラに変わります。 



すべてのチャンネルのほ音をサブウー 
ファーから出したい場合 

センター、サラウンドチャンネルから 
の低音をサフウーファーから出したい 

+曰厶 

场口 


已 .1 チヤンネル ソースの LFE チヤンネ 
ル*のみをサブウーファーから出した 
い場合 


サフウーファーを接続していないとさ、 
また、サブウーファーを接続していて 
を使用しない場合 


各スピーカーの音量バランスの調壁をする 


ずべてのスピーカーの音び、視聴位置か5同じ大きさに 
聞こえるように調整していきまず。 

1. リモコンの TEST ボタンを押す 

左フロントスピーカーからテスト I ■''ーンび出力される 
ので、音量をいつも聞いている大ささにしまず。 

2. リモコンの CH SEL ボタンを（くり返し）巧し 
て スピーカーを 選び、リモコンの LEVEL ▲/▼ 
または本体の LEVEL ィ/►►を巧して、音量を調 
整ずる 

巳 HSEL を押すと 、 Left (左フ□ント）一 Center 
(センター）一 Right (もフ□ント）- ► Suit Right 
(ちサラウンド ）- Surr Left (左サラウンド）一 
Subwoofer (サブウーファー）の順序でスピーカー 
からテスト トーンび出力されまず。 

音量はレベル-12肥〜+12祀の間で調整できます。 
本機の巳 H SEL ボタンを押してスピーカーを逞ぶこ 
ともできます。また、本機の SUBWOOFER ボタン 
を押すと直接サフウーファーを逞ぶことびでさます。 

3. 調壁が終わった5、リモコンの TEST ボタンを巧 
す 

テストトーンび止まり、表ホ部は通常表示に戻りま 
ず。 


□— フ U — クエンシー エフ:！:クト 

* LFE チヤンネル ： Low Frequency Effect のことで、低 
域効果音を記録したチヤンネルのこと 



ヴフウーファーモードを riVlode 2」や 「 Modes 」 に設 
定し、ステレオで再生している場を、ソースによってはヴ 
ブウーファーから音が出ない場合があります （2 チャンネ 
ルのドルビーデジタルソースや DTS ソースなど）。 


库知 5 せ J 

- S ユート機能びオンのとさは調整でさません。 

• 設定したスピーカー構成にないスピーカーからは（実 
際に接続していても）、テスト!ンは出力されませ 
ん。 

• サブウーファーを接続していてち、サブウーファー 
モードを 「 Off 」 に設定しているとテストトーンは出 
力されません。 

-巳 H SEL ボタンを押さなくてち、2秒たつとテスト 
トーンは次のスピーカーに移ります。 
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接続した外部機器を再生ずる 


18、1目ページの「オーディオ/ビデオ機器を接続する」をご参照になり、正しく接続されていることをご確認ください。 


DIGITAL INPUT 


MASTER VOLUME つまみ 



機器を選んで演奏ずる 


1- 入力切り替えボタンを巧して松下の入カソースを 
選ぶ 

• DVD 

• VIDEO 1 

• VIDEO 2 

• VIDEO 3 

• TAPE 

• TUNER 

• CD 

選ばれた入カソースが表示部に表示されます。 

立 

曰里 


MD レコーダーを TAPE 端テに接続しているとさは、入 
力表示を MD に切り換えることびでさまず（•^■乙日ぺ一 
ジ)。 

2. 表示部に鳴5したいスピーカーのインジケーター 
が点な していることを確認ずる 

点灯していない時は本機または U モコンの SPEAKERS 
A ( SPA ) ボタンまたは SPEAKERS B (SP B ) ボタ 
ンを押して鳴らしたいスピーカーシステムをオンにしま 
す。 

3. 選んだ入力に接続している外部機器の再生を始め 
る 

4. 本機の MASTER VOLUME つまみ、またはリモコ 
ンの VOLUME ▲/ ▼ボタンで音量を調節する 

MASTER VOLUME つまみはちに回すと音量び大きく 
なり、左に回すと音量びルさくなります。 



デジタル音青の表示について 

デジタル端テに接続している機器からのデジタル音声は、 
自動的にアナ□グ音声から切り換わって処理されます。 
初期設定では次のよラになっています。 

• 入力を DVD にすると 、 DIGITAL INPUT OPT に AL 1 
端子からのデジタル音声び再生されます。 

• 入力を CD にずると 、 DIGITAL INPUT COAXIAL 端 
テからのデジタ J レ音声び再をされます。 

• 入力を TAPE にずると 、 DIGITAL INPUT OPTICAL 
2端子からのデジタル音声び再生されます。 

デジタル音声を認識ずると、その音声ち式によって、 
□□ DIGITAL 、 DTS 、 AAC 、 PCM のいずれかのインジ 
ケーターび表示部に点なします。 

PCM 

PTFI 


皿 D に ITAL 
AAC I DTS 


□口 DIGIT' 

I--- か 


音楽/映画を鑑賞しなび6使ラいろいろな機能 

政下の機能が使えます。3日、31ページを参照してください。 
-音声を一時的にルさくするく S ユート機能> 

-ヘッドホンで聞く 
• 表示部の表示内容を変える 
• 表示部の明るさを変える 
• スリープタイマーを使ラ 

いろいろな音声効果を楽しむ 

34-36 ページを参照してください。 


音楽/映画鑑賞をする 
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接続したが部機器を再生ずる 


DIGITAL INPUT 




入力切り換え 
ボタン 


デジタル入力の設定や変更 


デジタル インプット 

DIGITAL INPUT 端子に初期設定で割り当てた政外のデジ 
夕) レ機器を接続する場合は、本機前面の入力切り操えボタン 
(入カソース）を本機背面の DIGtAL INPUT 端子（デジタ 
ル入力）の COAX、OPT K 日 PT 2の該当するものに割り 
当ててください。割り当てられるのは、 DVD 、 CD 、 TUNER 、 
VIDEO 1 、 VIDEO 2、 VIDEOS、TAPE の各入力です。 

コアキシアル オフテイカル テープ 

初期設定では巳 D が COAXIAL 、 DVD が日 PT に AL 1 、 TAPE 

オプテイでル 

OPTICAL 2に割り当てられており、その他は未設定です。 

巧期設定 


入カ ソース 

デジタル入力 

CD 

COAXIAL 

TUNER 

— 

TAPE 

OPTICAL 2 

VIDEOS 

— 

VIDE 02 

— 

VIDEO 1 

— 

DVD 

OPTICAL 1 


初期設定では割り当てられていません。 


たとえば DVD を本機の DIGITAL INPUT OPTICAL 2端テに 
接続してしぶ場合に、本機の入力信号を OPTICAL 2に設定ずる 
には 


1. 入力切り換えの DVD ボタンを押す 

入力び DVD に切り換わり、表示部に 「 DVD 」 び表示さ 
れます。 


2. DIGITAL INPUT ボタンを巧ず 

現在の設定 「 DVD 户 OPT 1」び表示されます。 


3. DIGITAL INPUT ボタンをくり返し巧して 「DVD 
卜 OPT 2」を表示させる 


ボタンを押すたびに、しソ下のよラに表示び切り換わります。 



デジタル機器を□に ITAL INPUT 
COAXIAL 端テに接続している場合 
に還びまず 

デジタル機器を□に ITAL INPUT 
OPTICAL 1端子に接続している場 
合に選びます 

デジタル機器を D に ITAL INPUT 
OPT に AL 2端子に接続している 
場合に選びます 

デジタル機器をデジタル入力端テに 
接続していない場合に還びます 


「 DVD 卜 OPT 2」表示後、約3秒をに元の表示に戻り、 
設定び完了します。 

デジタル入力び割り当てられているとさは、入力信号 
フォーマツトの設定をお認してください32ページ 
r 入力信号フォーマツトの設定」）。 
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接続したが部機器を再生ずる 


CH SEL 




マルチチヤンネル入力を楽しむ 


マルチチヤンネル入力とは、已 .1 チヤンネル出力端子のある 
機器 （ DVD プレーヤー、 MPEG デコーダーなど）から、左 
ちフロント、センター、左ちサラウンドの已つのチヤンネル 
信号をちスピーカーで再生し、サブウーファーの信号は 
SUBWOOFER PRE OUT 端子に出力するシステムのこと 
です0=21ページ）。 

1. 入カソースを DVD にする 

2. AUDIO SElIS 千 OR ボタンを巧して 、 MultfcW 
選ぶ 


入カソースび DVD 1； ■(外のときは Multich を選ぶことは 
でさません。 

Multich を選んでいるときは U スニングモードを逞ぶこ 
とはでをません。また、 U スニングモードを使っていると 
きに Multich を選ぶと、 U スニングモードは自動的に解 
除されます。 

設定したスピーカー構成ページ）とは関係な 
<、さ端テに入力された信号はそのままちスピーカー端 
子 、 SUBWOOFER PRE 0 UT 4 品子に出力されます。 
たとえば、スピーカーセットアップを 「2 ch 」 に設定 
していてち、すべてのスピーカーから音び出ます。 


3. DVD 端子に接続した機器を再生ずる 

4. 各 スピーカーの 音を調節する 

CH SEL ボタンでスピーカーを選び、 U モコンのに VEL 
▲/ ▼ボタンまたは本機の LEVEL ィ/ボタンで音量を 
調節します。 

聞く位置からすべてのスピーカーの音量び同じに聞こえ 
るように調整してください。フ□ント、センター、サラウ 
ンドの各スピーカーは-12祀から+12祀の範囲で調 
整でをます。また、サブウーファーは -30 d 目から 
+1 2 dB の範囲で調整でさまず。 

ここで調整した各スピーカーの音量は、テスト!ンで 
調整したスピーカーの音量 （-^2 日ページ）とは独立して 
いまずので、反映されません。 

音質調整旧 ass / Treble ) を効かせた演奏を聞くには： 

本体もしくはリモコンの D 旧 ECT ボタンを巧して 

Tone (3fi にする 

ボタンを押すたびに On / Off び切り換わります。 

音質調整のしかたについては、33ページをご覧ください。 


表示部の入力表示を TAPE か日 MD に切り換える 


本機の TAPE 端子に MD レコーダーび接続されている場 
合、入力切り換えボタンで TAPE を還んだときに、 MD と 
表示させることびでをます。 

1. TAPE ボタンを巧して、入力を切り換える 

2. 本体の TAPE ボタンを、 TAPE 表示が MD に切り 
換わるまで（約2砂間）巧し続ける 


表示を元に戻すには、同じ操作をします。 

オンキヨー製のカセットテープデッキの RI システム機能 
を有効にするためには、 TAPE に戻してください。 


音楽/映画鑑賞をする 
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ずべての入力に共通したいろいろな機能 


SPEAKERS A/B 



PHONES 端モ 



SPEAKERS A 、 己をオン/オフする 


FRONT SPEAKERS A 端テ 、 FRONT SPEAKERS B 
端テに接続したスピーカーシステム（《^2]ぺージ）の才 
ン/オフをします 

本機の SPEAKERS A ボタンまたは U モコンの SPA ボタ 
ンを巧すたびに、スピーカーシステム A のオン/オフび切 
り換わりまず。 

本機の SPEAKERS B ボタンまたは U モコンの SP B ボタ 
ンを巧すたびに、 スピーカーシステム B のオン/オフび切 
り換わります。 


〔ぉ知 5 せ 1 

スピーカー システム B を オンにすると、 スピーカー システ 
ム A を強制的に2チャンネル（ステレオ）音声になりま 
す。（リスニングモードは 「 Stereo 」 になります。己 
ページ）） 


表示部に点打しているスピーカーシステムが、 
オンになつていまず。 



音声を一時的にルさくする（リモコン操作のみ) 


MUTING ボタンを巧す 

MUTING インジケーターび表示部で点滅し、音量びごくル 
さくなります。 


MUTING ボタンをもラー度押ずと元の音量に戻ります。 

を 巧 5 は I 

一度スタンバイ状態にすると、次に電源を入れたとさは、 
S ユート機能は解除されています。 


へッドホンで聴く 

へッドホンを本機の PHONES 端子に接続する 



知 5 は 1 

-へッ ドホンを接続すると、 スピーカーからは 音声は出力 
されません。 

.「 Direct 」 しソがの U スニングモードを逞んでいるとき 
は、自動的にステレオ音声になります。（リスニング 
モードび rstereoj になります。（陪 '36 ぺージ ）） 
ヘッドホンを抜くと、接続前の U スニングモードに戻り 
ます。 
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ずべての入力に共通したいろいろな機能 


DISPLAY 



SLEEP 



-DIMMER 


表で部の表で内容を変スる 


D 旧 PLAY ボタンを巧ず 

押すたびに、表示部の表示内容が下のよラに切り換わります。 

DISPLAY ボタンを1回押ずとフ オー マツト表示になりま 
す。この状態からちラ]度押ずと他方の表示になります。 


入カソ-ス+ ミ..-ミミミ... 

曰をお/」\ - 

い 

プ□グラム 

フォーマット表示* Dr ： / !■■■：■■：■■ /■：■ 

入カ ソース+ ^ 

U スニングモード /■>/.//■> _ n;n 

(またはマルチチャンネル） 


U 


入力信号にプログラムフォーマツトびないとさは表示さ 
れません。_フォーマツト表示状態で約3秒経過すると、 
をとの表示に戻ります 


スリープタイマーを使う（リモコン操作のみ） 


SLEEP ボタンを巧す 

irsieep 90 min 』 びを目的表示部に約巳秒間あらわれ、 
SLEEP インジケーターび表示部に点なします。 
ボタンを押すごとに ] 0分単位で時間び短くなりまず。 


設定した時間びたつと、本機の電源び切れ、スタンバイ状 
態になります。 

残り時間を確認する 

ス1」ープタイマーをセットした後で SLEEP ボタンを押す 
と、電源び切れるまでの残り時間び表示されます。 

スリープタイマーを解除する 

SLEEP インジケーターび消えるまで、 SLEEP ボタンをく 
り返し押しまず。 


表示部の明るさを変える 


DIMMER ボタンを押す 

押すたびに、し U 下のよラに明るさび変わります。 


表示部びやや暗 < なる。 

I 

表示部び暗 < なる。 

I 

表示部び通常に戻る。 


音楽/映画鑑賞をする 
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ずべての入力に共通したいろいろな機能 


LEVEL - ► 




各スピーカーの音量 J (ランスを一時的に調壁する 


再生している音声を聞をなびら、さスピーカーの音量バラ 
ンスをお好みで調整することびでをます。 

ここで調整した音量バランスは、本機の電源を切るか、主 
電源をオフにずると、2巨ページで調整した値に戻ります。 

〔ぉ 知5せ 1 

ミュート機能びオンのときは調整できません。 

1. 音声再生中に、 CH SEL ボタンをくり返し f 甲す 

Left (左フ□ント） -► Center (センター） -► Right 
(ちフ□ント ） -Surr Right (ちサラウンド ） -Surr 
Left (左ヴラウンド）- ► Subwoofer （ヴブウーファ 
-) 一 Off (オフ）の順でスピーカーび表示されまず。 


2. CHSEL ボタンを（くり返し）巧してスピーカー 
を選び、 リモコンの LEVEL ▲/ ▼ボタンまたは本 
機の LEVEL ィ/►ボタンを巧して、音量を調壁 
ずる 

音量レベルは一に dB 〜 + 12 CIB の間で調整できます。 

調整した内容を記憶させるとさはリモコンの TEST ボ 
タンを押しまず。その場合は、2巨ページで調整した音 
量 J (ランスは消えてしまいます。 

〔ぉ知 5 せ 1 

実際に接続していてを、設定したスピーカー構成にないス 
ピーカーは、選ばれません。 


入力信号フオーマツトの設定 


DVD 、 巳□、 VIDEO 1〜3、 TAPE、TUNER のち人力は、 
入力信号フォーマツトの設定をすることびでをます。 

巧期設定では DVD 、 CD 、 TAPE び 「 Auto 」、 VIDEO 1 〜3、 
TUNER び [ Analog ] に設定されていますび、演奏するソフト 
の入力信号フォーマツトに応じて切り換えることびでをます。 

たとえば DVD の入力信号フォーマツトを設定ずるには 
1. 入力切り換えの DVD ボタンを押す 

入力び DVD になり、表示部に 「 DVD 」 び表示されます。 


2. 本機の AUDIO SELECTOR ボタンまたはリモコン 
の AUDIO SEL ボタンを巧す 

現在の設定び 3 秒間表示されます。現在の設定び表おさ 
れている間にさらにボタンをくり返し押し、希望の入力 
信号フォーマットを逞びます。 

押すたびに、 Aut □り*- ► Multich** -► Analog - 
と表示び切り換わります。 

* () の中には入力端テの名前 （OPT 1 /OPT 吕 /COAX) び 
表示されます。デジタル入力の割り当て6れていない入力 
の時、 Auto はスキップされまず。 

け Multich は DV □入力の時のみ還択でさまず。 

Auto :デジタル信号を優先して再生します。デジタル 
信号び入力されていない時は、アナログ信号を再生しま 
ず。なのよラなことび気になる場合は、デジタル信号を 
PCM もしくは DTS に固定することびできます。 

• Auto にしていて、 PCM の巧間で頭切れび気になる 
場合 一 P 巳 M 固定にして下さい。ただし、このモー 
ドで DTS-CD を再生するとノイズび出るのでを意 
び必要です。 

• Auto で DTS-CD を再生しているときに、巳□を早 
送り/早戻しするとノイズび出て気になる場合^ 
□TS 固定にして下さい。 

DTS/PCM 固定にするには、 1 .本機の AUDIO 
SELECTOR ボタン（リモコンの AUDIO SEL ボタン） 

で Auto を選び、 2 . Auto を表示している間に、 
ADJUST ィ/►►ボタンを押します。押すたびに、 

Auto 一 P 巳 M 一 DTS ぃ '''と表示び切り換わります。 

DTS/PCM 固定にすると、そのデジタル信号び入って 
きた時だけ、再生します。他のフォーマットの音声は再 
生しません。そのときは、そのソースの表示 ( P 巳 M を 
しくは DTS) び点滅します。 

Multich : DVD 端テに接続された機器を再生します。 

Anal □有：アナログ信号を再生します。デジタル信号び 
入力されてを、デジタル信号は再をされません。 


ご注勇 


入力信号フォーマットび 「 Multich 」 しソ州こ設定されてい 
る時にデジタル入力の設定を変更した場合、デジタル入力 

の設定び「- J の時は 「 Analo 目」に、 「 OPTl 」 また 

は 「0 PT 2」、「 COAX 」 のときは 「 Auto 」 に自動的に切 
り換わります。 
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ずべての入力に共通したいろいろな機能 


ADJUST イか 



CINE FLTR 
LATE NIGHT 



才ーデイオアジャスト機能を使う（スピーカーシ 
ステム A のみ） 


オーディオアジャスト機能を使って、次の調整をすること 
びでさます。 

• 音質調整（バス/トレブル） 

• シネマ'フイルターオン/オフ 
•レイトナイトオン/オフ 

を 知5 せ） 

U スニングモードびダイレクトのとを、また、マルチチャ 
ンネルで Tone off (>^■29 ぺージ）になつているときは調 
整でさません。 

1.本機の AUDIO ADJUST ボタンを（くり返し）巧 
して調壁したい内容を選ぶ 

押すたびに、目 ass -► Treble -► LateNight (ドルビー 

デジタルのみ） 一 Cine 円 tr と表示び切り換わります。 

ソースや U スニングモードにより、選べる項目び異なり 
よ9 〇 

項目 


2. ADJUST ◄/ ►ボタンで調壁または設定する 

調整または設定でをる内容はち欄をご覧ください。 

数値や設定 


巧] 5か 

シネマ.フィルターとレイトナイトは U モコンで操作する 
ことちでさます。 

CINE FLTR ボタンまたは LATE NIGHT ボタンを押すと、 
現在の設定 （ On または Off ) び表示されます。変更したい 
ときはちぅ1度ボタンを押してください。 


BASS (ほ音）の調整 

左ちフロントチヤンネルのほ音の強謂を-1 2 dB 〜 

+1 2 dB の範囲で 2 d 日単位で調整します。 

Treble (高音）の調整 

左ちフ□ントチヤンネルの高音の強記を-1 2 dB 〜 

+ 12 dB の範囲で 2 cl 目単位で調整します。 

シネマ フイルター 

Cinema Miter 

映画館巧に5キシングされた音声をホームシアターのス 
ピーカーで再生すると、高音域が強調される傾向がありま 
す。シネマ■フイルターは、高音域をホームシアター巧に 
補正しまず。このパラーターは 、 PL n Movie . Dolby 
Digital . DTS 、 AAC の U スこングモードの時に有効で 
す。 

Cine Flt 「= On :シネマ-フイルター機能を有効にします。 
Cine 円 t 「= Off :シネマ-フイルター機能を無効にします。 

レイト ナイト 

Late Night 

レイトナイト機能はドルビーデジタルサラウンド音声に巧 
してはたらきます。34ページ） 

劇場用に作られた映画音声は、大をな音とルさな音の差 
(ダイナ S ックレンジ）び大きいため、環境音や人の会話な 
どのルさな音を聞こラとすると、かなり音量をあげる必要 
びあります。レイトナイト機能は、ダイナミックレンジを 
ルさくし、全体の音量をあげずにルさな音ち聞こえるよラ 
に調整しまず。 

夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するときに特に役立ち 
よ9 〇 

LateNi 目 ht = On :レイトナイト機能を有効にします。 
LateNi 呂 ht = Off :レイトナイト機能を無効にしまず。 


しお知5せ) 


レイトナイト機能は、再生しているドルビーデジタルの 
ソフトによって効果びラすかったり、なかったりする場 
合びありまず。 

本機をスタンバイ状態にずると 、 Late Night は 「 Off 」 
に戻りまず。 


CINE FLTR 


LATE NIGHT 


音楽/映画鑑賞をする 
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All Ch St (才ールチヤンネルステレオ） 

BGM として音楽をかける時に便利なモードです。フ□ン 
卜とサラウンドチヤンネルの両方でステレオイメージをつ 
<0出します。 


ディーエスピー デジタル 

オンキヨーのオリジナル音声効果 、 DSP (Digital 

シグナル プ□セツシング 

Signal Processing ) モード 


アナ□グまたは PCM ソースでは、オンキヨー独自の DSP 
モードを楽しむことびでをます。アナ□グソースには、レ 
コード、 AM / FM 放送、カセットテープなどびあります。 
PCM (パルスコードモジ ュレー シヨン）は一種のデジタル 
音声信号で、圧縮を行わずに巳□や DVD に直接記録され 
ます。 

Orchestra (才ーケストラ） 

クラシックやオペラに適したモードです。センターチャン 
ネルをカットするととちに、音場イメージび全体に広びる 
よラなサラウンド感を強調。大きなホールで聴いているよ 
ラな、自然な響さび楽しめます。 

Unplugged (アンプラグド） 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適したモード 
です。フロントの音場イメージを重視することで、あたか 
をステージの前で聴いているよラな音場イメージをつくり 
ます。 

Studio-Mix (スタジオミックス） 

□ック、ポピュラー5ュージックなどに適した音声効果で 
す。 

パワフ j レな音響イメー ジを再現した臨場感あふれるサウン 
ドは、あなたをあたかをクラブ八ウスにいるような気分に 
するでしよつ。 


サラウンドモードについて 


ドルビー デジタル ティーティーエスデジタル シアター 

D 0 LBY D に ITAL サラウンドと DTS (Digital Theater 

システム エムペグ エーエーシー 

System ) サラウンドと MPEG -2 AAC サラウンド 

フルレンジ （20 Hz 〜 20 kHz ) の己チヤンネル（左ちフ 
□ント、センター、サラウンド2チヤンネル）と、低域効 
果音を記録した LFE (Low Frequency Effect ) チヤンネ 
ルを、それぞれ遲ぜ合わせることな<独立して記録-再生 
する已 .1 チヤンネルのデジタル-サラウンド-フオーマッ 
卜でず。データの転送レートなどに違いはあるちのの、い 
ずれのフオーマットでち、ご家庭でも簡単に劇場やコン 
ヴートホールさながらの臨場感あふれるヴウンドをご体験 
いただけます。 

DOLBY D に ITAL は、 熙 语晋マークのついた DVD ビデオ 
などの再生時に楽しむことがでさます。 

DTS は 胃マークの ついた DVD 、 レーヴー ディスク、 

CD などの再生時に楽しむことができます。 

MPEG -2 AAC は、日 S デジタル放送で採用されている音 
声フオーマットで、このち式のソースの再生時に楽しむこ 
とがでさます。音声多重放送を巧っているとをには、主音 
声+副音声、主音声のみ、副音声のみ、の3つのパターン 
を選ぶことがでさます。 

- DTS ソースを再生しているとさに、プレーヤー側で一時停止和 
スキップなどの操作をずると、ごく短時間ノイズび発生ずる場合 
びありまずび、これは故障ではありません。 

- DTS ソースを再生しているときには、本機の DTS インジケーターび 
点'なします。 DTS ソースの再生が終了してプレーヤーからの DTS 信 
号び止まってを、 DTS モードのままとなり DTS インジケーターびつ 
いたままとなります。これは、プレーヤー側で行う一時停止やスキッ 
プなどの操作時に発生するノイズを防止ずるためです。このため、 
DTS 信号か5 PCM 信号に急に切り換わるソースでは、 PCM 信号び 
すぐには再生されない場合びあります。このようなときには、プレー 
ヤー側でいったんソースの再生を約3秒切上中断し、再び再生を行 
うと正常に再生されます。 

-一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続を 
してち、正しく DTS 再生びできない場合があります。デジタ 
ル出力に何5かの姐理（出カレベル調整、サンプリング周波数 
変換、周波数特性変換など）び行われていると、本機では正し 
い DTS データと見なすことがでさないか日です。このよラな 
処理を行いなび5 DTS ソースを再生すると、ノイズを発生し 
てしまいます。 

ドルビー プロ □ジック ツー 

DOLBY PRO LOGIC n サラウンド 

ドルビープ□□ジックが「左ちフ□ント」「センター」「モ 
ノラルのサラウンドチヤンネル」の4チヤンネル信号をマ 
卜 U ックス処理によって2チヤンネルに記録し、再生時に 
4チヤンネルに復元していたのに巧し、ドルビープ □□ 
ジック n は、フィードバック□ジック回路により、ドル 
ビーサラウンドなど2チヤンネルにマト IJ ックスエンコー 
ドされた信号をもとの状態に正確に組み替え、已 .1 チヤン 
ネル再生をしています。 

映画に最適な Movie モードと音楽再生に最適な Music 
モードの2つのモードが選択でさます。 

Movie モードでは、従来モノラルで、帯域の狭かったサラ 
ウンドチヤンネルがステレオ再生になり、より移動感のあ 
る再生が楽しめます。また、 Music モードでは、2チヤン 
ネルの音楽に対してち自然な音場感をヴラウンドチヤンネ 
ルより再生します。 


いろいろな音声効果を楽しむ 


本機のサラウンド音声によってお部屋にいなびら映画館や 
コンサートホールなどの臨場感あふれる雰囲気をはわって 
いただけます。サラウンド音声をお楽しみいだだくために 
はスピーカー構成び重要な役割を果たします。20ペー 
ジ「スピーカーシステム A の標準的なスピーカー配置」） 

操作ち法については3已ページをご覧くださし、。 


□□ 1 〇〇 18 "刪〇誦| マー々のつし、/;- VHS や nvn ド デオ，また 
は一部の TV 番組再生時に楽しむことびできます。また 
Music モードは巳□などのステレオ音楽で楽しむことびで 
さます。 

サラウンドスピーカーを使用しない場合、サラウンド音声 
は、左ちフロントチャンネルに振り分けられて出力されま 
す。 
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いろいろな音声効果を楽しむ 


Stereo (ステレオ） 

すべての音声が左ちのフ□ントスピーカーから出力されま 
す。 

Direct (ダイレクト） 

音質調整やフィルター処理を行わず、ピュアな音を聞<こ 
とがでをます。左ちフ n ントの音は左ちフ□ントスピー 
カーでのみ処理され、サブウーファーからは出力されませ 
ん。 


選択でをるリスこングモードは、入力音源のタイプによつ 

て異なります。じ(下の表で確認して<ださい。（•の U スこ 

ングモードが選択でさます。） 

お知 6 せ 

• スピーカー構成を 「Speaker 2 ch 」 に設定したとき、 
ヘッドホンを使用しているとを、スピーカーシステム呂 
をオンにしているときは 、 Stereo ( PCM / アナ□グ 
ソースの場合は Stereo または Direct ) のみの選択と 
なります。 

. AUDI 日 SELECTER で 「 Multich 」 を選んでいるとき 
はリスこングモードを選ぶことはでさません。（陪 '32 
ぺージ） 

• Orchestra 、 Unplugged ^ Studio - Mix 、 TV Lo 呂に、 
All Ch St は、スピーカー構成を 「Speaker 4 ch 」 ま 
たは 「 Speaker 已 ch 」 に設定しているとさのみ選択で 
さます。 

-オーケストラを選んだとさは、スピーカー構成が 
に peaker 已 ch 」 のようにセンタースピーカーのある 
設定にしていてち、センタースピーカーからは音が出ま 
せん。 



入カソースの信号 

Analog 

PCM*i 

Dolby Digital 

DTS 

MPEG-2 AAC 

ソース となるソフト 

カセットテ-ス 

音楽用 C □ビデオ 

DV □ビデオ、 LD* 占 

音楽用 CD、 

デ' m 衛星放送 

リスニング モー ド ^ \ 

FM/AM、 

ビデオテ-プなど 

DV □ビデオ、 
DVD オーディオ 

マルチチヤンネル1ステレオ 

DV □ビデオ' LD 

7ルチチャンネル1ステレオ1辭多重腿 




Direct • • 

Stereo _ • _ • _ • _ • _ • _ 

PL n Movie 参 ♦参 参 

PL n Music ♦ ♦ ♦ ♦ 

Dolby D • 

DTS ♦ 

AAC 参 

AAC Main + Sub 
AAC Main 
AAC Sub 

Orchestra ' 

Unplug 呂 ed ' 

Studio-Mix I 

TV Logic I 

All Ch St I 


ステレオ ダイレクト 

*196 kHz のサンプ U ングレートで記録された PCM ソースは stereo または Dire なのみの再生となります。 

が AC-3RF 出力端子の付している L □プレーヤーを接続する場合は、 AC-3RF デモジユレーターを通してデジタル入力端テに接続してください。 







入力音源と選択でさる U スニングモード 
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いろいろな音声効果を楽しむ 


SURROUND STEREO 




リスニングモードを切り替える 


選んでいるソースによって選択でをるリスこングモードの 
内容は異なります。前ページの表をご覧ください。 

次のボタンを巧してリスニングモードを選ぶ 

DIRECT : Direct (ダイレクト）モードにします。 
STEREO : Stereo (ステレオ）モードにします。 AAC 音 
声多重放送の場合は、巧ずたびに「主音声+副音声」^ 
「を音声のみ」^「副音声のみ」と切り換わりまず。 
SURROUND :アナ□グや PCM 、 ドルビーデジタルステ 
レオソース、 AAC ステレオソースのとさは PL n になりま 
す。 

ドルビーデジタルソースのとさは Dolby D になりまず。 
DTS ソースのとをは DTS になりまず。 

AAC マルチチャンネルソースのとさは AAC になります。 
A.STEREO : All Ch St (オールチャンネルステレオ） 
モードにします。 

DSP :本体と U モコンで選択でさる U スこングモードが異 
なります。 

( 本体の DSP ボタン） 

オンキヨー独自の DSP モードを選びます。押ずと、その 
ときに選ばれている U スニングモードを表示し、押すたび 
に日 「chestra 一 Unplugged -► Studio Mix -^ TV Lo 旨 ic 
一 All Ch St 一…と順に切り換えられます。 

( リモコンの DSP ボタン） 

現在聞いているソースで選択でさるすベての U スこング 
モードを順に選ぶことができます。 

このボタンは、リモコンのモードを RCVR / TAPE 政夕+に 
したとき（38、3目ページ）にも有効です。 


表ル(しついて 

ダイレクトモードを選んだときに点な 

ドル ビープ □□ジックロを 
選んだとさに点打 


ステレオモードを選んだときに点打 

オンキヨー独自のリスニングモード 「 Orchestra 」 
runpluggedj 「 Studio - Mix」「TV LogicJ「All Ch StJ 
を選んだときに点な 


その他の便利な機能 
-ドルビーデジタル再生時 

夜間など、大さな音とルさな音の幅（ダイナ S ックレン 
ジ）を狭くしてル音量でも聞をやすくしたいとさは 

一33ページ「オーディオアジャスト機能を使ラ」の 
「Late Night 」 の項参照 

- PL II Movie、Dolby Digital 、 DTS、AAC 再生時 

映画などの再生時に高音び強くて気になるときは 

一33ページ「オーディオアジャスト機能を使う」の 
に inema Filter 」 の項参照 
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録曰 • 録画ずる 


《あなたび録音したものは、個人として楽しむほかは著作憲法上、 
権利ちにお断で使用できません。 


音楽や映画を再生しながら録音.録画する 


VIDEO 1 OUT、TAPE OUT (録音のみ）端子に接続した 
機器で録音 '録画します。 



入力切り換えボタン 


異なるソースの音楽と映像を録音-録画する 


あるソースの音を別のソースの映像に加えて、才 U ジナルビ 
デオを作成でさます。 

LU 下の手順は、 CD 端テに接続した CD プレーヤーの音声と 
VIDEO 3 INPUT 端子に接続したビデオカメラの映像を 
VIDEO 1 OUT 端テに接続したビデオデッキで録音•録画 
ずる例でず。 


— VIDEOS INPUT — 


(O © © ◎) 

S VIDEO VIDEO L-AUDIO-R 



1 . 入力切り換えボタンを巧して、録音-録画したい 
ソース を選ぶ 

現在選択中のソースからの信号び VIDEO 1 OUT 、 
TAPE OUT の各出力端テに出力され、録音•録画可能な 
状態になります。 

2. 録音-録画機器で、録音-録画を始める 
知5か 

•録音' 録画中にソースを切り換えると、新しく還択された 
ソースからの信号び録音-録画されます。 

• サラウンド効果は録音されません。 

• デジタル信号の録音' 録画については制約びあります。デジ 
タル録音されるとさは、デジタル録音機器 （ MD レコーダー 
や CD レコーダーなど）の取扱説明書をご覧ください。 

• □に ITAL INPUT 端テから入力された信号び□に ITAL 
OUTPUT OPT に AL 端子から出力されます。 


^DIGITAL' 

j ffl 

DIGITAL INPUT 

OPT ! 化 COAXIAL 

國圍® 

@ 

^SUBWOOFEfl-v 

1 © 

4 

し CD- 

1©© 

®© 

© 

© 

1 

J 



.VIDEO 2-VI 化 01— 

IN I Kim IN 

© 1 ©© 

0:©0Q© s" 

… tiTTii … iFBONT: : SURFI CENTER 


戀 


© 


CD プ レーャー 


© 
3 © 


ビデオデッキ 


1. CD プレーヤーに CD をセットし 、 VIDEO 3 
INPUT 端子に接続したビデオカメラにテープを 
セットする 

2. VIDEO 1 OUT 端子に接続したビデオデッキにビ 
デオテープをセットずる 

五入力切り換えボタンの VIDEO 3を押す 

4. 入力切り換えボタンの CD を f 甲す 

音声出力は CD にをわりますび、映像出力は手順3で選 
んだ VIDEO 3のままをわりません。 

5. VIDEO 1 OUT 端子に接続したビデオデッキで録 
画を開始し 、 VIDEO 3 INPUT 端子に接続したビ 
デオカメラと CD プレーヤーの再生を始める 

映像はビデオカメラから録画し、音声は巳□プレーヤー 
から録音されます。 

〔ぉ知5せ1 

•録音•録画中にソースを切り換えると、新しく選択された 
ソースからの信号び録音-録画されます。 

-サラウンド効果は録音されません。 


音楽/映画鑑賞をずる 
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リモコンで他の機器を操作ずる 


RI 端テで接続したオンキヨー製の巳□プレーヤーやカセッ 
トテープデッキ、 DVD プレーヤー、チューナーを本機付 
属の U モコンで操作することびでをまず。 

U モコンをレシーバーの1」モコン受光部に向けて操作して 
ください。 

イラスト内でグレーのボタンは本機を操作します。 


オンキヨー製 CD プレーヤーを操作する 

あらかじめ巳 D プレーヤーを R I 接続しておいてください 
知22ぺージ「口 I 端子」）。 

1 . CD モードボタンを f 甲す 


2. の/ I ボタンを f 甲して CD プレーヤー①電源を入れる 

五各操作ボタンを f 甲ず 

► :演奏を始めます 
■ :演奏や早送り'早戻しを止めます。 

►► : CD を早送りしまず。 

◄◄ : CD を早戻しします。 

◄/II :演奏を一時停止します。 

►►1 :なの巧の頭出しをします。 

:演奏中の曲または、前の巧の頭出しをします。 
DISC : CD チェンジャーに使える機能で、演奏する 
ディスクを選びます。 

1〜9、+10、0 :トラック番号などの数値を入力します。 


CD 操作ボタン 


P ON I SLEEP DIMMER 0/1 

Ha bQ 

DSP PRESET DYP 

1 EHH )( 



TEST ( 

禱嚇 

AUDIO SEL TAPE TUNER CD 

m 

DVD VIDEO1 VIDEO 2 VIDEOS 

MUTING VOLUME 

寒） lOHQl 


の/ 1 ボタン 
CD モードボタン 


オンキヨー製カセツトテープデッキを操作する 


あらかじめカセットテープデッキを RI 接続しておいて< 
ださい22ページ 「RI 端テ」）。 

1. RCVR/TAPE モードボタンを f 甲す 

2. 各操作ボタンを巧す 

► : A (表）面を再生します。 

■ :再生-録音や早送り-早戻しを止めます。 

►► :テープを早送りします。 

◄◄ :テープを早戻しします。 

◄/II : B (裏）面を再生します。 


ON I SLEEP DIMMER 0/1 I 

國 I 国画 Q 

DSP PRESET Cytp 11 

DraHH) O 

DIRECT STEREO CP 

■國國(〇 

iURROUND ASTER 防 RCVR/TAPE 

画圆画 G - 

；INE FLTR SPA 

国國国 

SPB DISC 

國國 



TEST CH SEL LEVEL 

感 <m 

llJDIO SEL TAPE TUNER CD 

O 

OVD VIDEO1 VIDE02 VIDEO3 I 

〇«〇«〇*-〇 I 

MUTING VOLUME 


RCVR/TAPE 
モードボタン 


テープデッキ操作 
ボタン 
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リモコンで他の機器を操作ずる 


オンキヨー製 DVD プレーヤーを操作する 


あらかじめ DVD プレーヤーを RI 接続しておいて<ださい 
(0^22 ぺージ 「 RI 端テ」）。 

1. DVD モードボタンを f 甲す 

2. の/ I ボタンを巧して DVD プレーヤーの電源を入 
れる 

3. 各操作ボタンを押す 

DVD 操作ボタン 

► :再生を始めます。 

■ :再生を止めます。 

►► :正ち向にサーチ（早送り）しまず。 

◄◄ :逆ち向にサーチ（早戻し）します。 

◄/II :再生を一時停止/コマ送りします。 

►►1 :1つ先のチャプター/トラックの先頭から再を 

します。 

:現在のチャプター/トラックの先頭から再生し 
ます。 

DISC : DVD チェンジャーに使える機能で、再生する 
ディスクを選びます。 

1〜9、+10、0: チャプターま号などの数値を入力します。 

DVD OSD 操作ボタン 

TOP MENU : DVD のディスクに記録されているトップ 
メニューを表示します。 

MENU : DVD のディスクに記録されているメニュ ー 
を表示します。 

RETURN :1つ前のメニュー画面に戻ります。 

SETUP :設定画面を表示します。 

画面に表おされたメニューを逞択します。 
ENT :選択内容を決定します。 


DVD 操作ボタン 



|G^_. 

TEST CH SEL LEVEL 

戀感 

AUDIO SEL TAPE TUNER CD 

Q Q - O-Q 

DVD VIDE01 VIDEO 2 VI060 3 

OnOnOwO 

MUTING VOLUME 

# mHm 

ONKYO 

REMOTE CONTROLLER RCWSS 


の/ I ボタン 
DVD モードボタン 


DVD OSD 

操作ボタン 


オンキヨー製チューナーを操作ずる 


あらかじめチューナーを RI 接続しておいてください 
知22ぺージ 「 RI 端テ」）。 

また、チューナーの周波数をあらかじめプリセットしてお 
く必要びあります。 

PRESET プリセット局を選択します。 

TUNER : FM と AM を切り換えます。 


ON I SLEEP DIMMER 0/1 

阿喔 OLpl 

DSP I PRESET I タリ > 

辑爲 

DIRECT ^7 亡 ■ ■ ^6^ 

画風〔回 0 

Sim 的叫 D ASTER 防 RCVR/TAPl 

画國國弦 

■CINEFLTR SPA 

画國画 

LATE NIGHT SP B DISC 

B 國國 

!top menu menu 

0 X 3^0 



TEST CH SEL LEVEL 

Q ) ® QKB 

山 DIO SEL TAPE TUNER/ CD 

m 

DVD VIDEO1 VIDE02 VIDEOS 


チューナー 
操作ボタン 
(PRESET ◄/►) 

RCVR/TAPE 
モードボタン 


チューナー 
操作ボタン 
( TUNER ) 


リモ n ンを使ラ 
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故障？と思ったとさは 


まず下の表で点検してみてください。接続した化機に原因びある場合もありまず。他機の取扱説明書ち参照しなが6あわ 
せてご確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検してを正常に動作しないときは、電源コードをコンセントから抜き、お買い上げ店、または 
オンキヨーサービスステーシヨンまでご連絡ください。その際に「お名前」「おところ」「電話ま号」「製品名 TX - SA 已00」 
と「故障または異常の内容」をでさるだけ詳しくお知らせください。 



症状 

原因 

処置 

参照ページ 


♦電源び入5ない。 

♦ 電源プラグの差し込みび不完全に 

♦電源プラグをコンセントにしっかりと差し込 

23 



なっている。 

んで < ださい。 




♦ 主電源び日 FF になっている。 

♦ 主電源を日 N にしてください。 

23 



♦本機内蔵のコンピューターび、外部 

♦一度主電源を切ってから、主電源を入れ直し 

23 

電 

源 


からのノイズに影響を受けた。 

てください。それでち回復しない場合は、電 
源コードを一度抜いてか5、再度コンセント 
に接続してください。 


♦ふいに電源が切れ、電 

♦ アンプ保護回路び作動した。 

♦ ただちに電源コードをコンセントから抜さ、 

43 


源を入れ直してちまた 


お買い上げ店ちしくはオンキヨーサービスス 



切れた。 


テーションにご連絡ください。 



♦ U モコンのボタンち、 

♦電源の電圧の変動や、静電気などに 

♦一度主電源を切ってから、ま電源を入れ直し 

23 


本体のボタンをはたら 

よって動作びおかしくなった。 

てください。それでも回復しない場合は、電 



かない。 


源コードを一度抜いてか5、再度コンセント 
に接続してください。 



♦音び出ない。 

♦ ミューティング機能び働いている。 

♦ U モコンの MUTING を押して、ミューティ 

30 




ングを解除してください。 




♦接続に問題びある。 

♦ 接続を点検してください。 

18-22 



♦入力切り換えび演奏したいソースに 

♦ 入力切り換えで演奏したいソースを選んでく 

27 



なっていない。 

ださい。 




♦ へッドホンを接続している。 

♦音量を下げてからへッドホンをはずしてくだ 

30 




さい。 




♦入力信号フォーマットの設定び 

♦設定を rAutoj に戻してくださし、。 

32 



PCM 固定になっている。 




♦センタースピーカーか 

♦ スピーカーび正しく接続されていない。 

♦スピーカー接続を確認してください。 

21 


ら音び出ない、また 

♦ U スニングモードびに tereo」 か 

参に tereo」 や 「Orchestra」 のときはセン 

34 


は、非常に ル さい音し 

「Orchestra」 になっている。 

タースピーカーか5音び出ません。 



か出ない。 

♦ 各スピーカーの音量ノ くランス調整 

♦センタースピーカーの音量を再調整してくだ 

26、32 



で、センタースピーカーの音量を ル 
さ < した。 

さい。 




♦センタースピーカーび存在しない設 

♦スピーカー構成の設定で、センタースピーカ 

24 



定 （ にか」や「4か1」 ） になって 

一がを在する設定 （「3ch」 や「日 ch」） に 




いる。 

なっているか、確認してください。 


声 

と 

♦ブーンといラ音や低音 

♦ ピンコードびノイズの影響を受けて 

♦ ピンコードを動かしてみて、ノイズびいちば 

18 

映 

像 

のノイズが聞こえる。 

いる。 

んルさくなるところに固定してください。 


♦耳障りな雑音や引っ搔 

♦ 高音域び強すざる。 

♦ オーディオアジャス ト 機能で高音域を調節し 

33 


さ音が聞こえる。また 
は、高音域び明瞭に聞 
こえない。 


て < ださい。 



♦サブウーファーの音び 

♦サブウーファーの設定び「日 ff」 に 

♦ サブウーファーモードの設定を確認してくだ 

2白 


ル さい、または音び 出 

なっている。 

さい。 



ない。 

♦ サブウーファーモードび不適切。 

♦ サブウーファーモードの設定を確認してくだ 

吕色 




さい。 



♦他機で再生した映像び 

♦テレビび本機を接続した入力に設定 

♦テレビの入力を、本機を接続した入力端テに 

- 


テレビ画面にあ5われ 

されていない。 

対応した入力に切り換えてください。 



ない。 

♦ ビデオ用ピンコードび正しく接続さ 

♦本機とテレビの接続を確認してください。 

18 



れていない。 

♦ S ビデオ接続のみをしている。 

♦ ビデオ用ピンコードによる接続ちおこなって 

18. 19 




ください。また、テレビの映像切り換えち確 
認してください。 



♦再生中の音声び聞こえ 

♦別の入力び選ばれている。 

♦再生している機器の入力を選んでください。 

27 


ない。 
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故障？と思ったとさは 



癌状 

原因 

処置 

参照ページ 


♦本体のボタンははた5 

♦リモコンが、操作しようとしている 

♦ U モコンを操作する前に、操作したい機器の 

38、39 


<び、 U モコンのボタ 

機能モードになっていない。 

モードボタンを押して < ださい。 


11 

ンびはた5かない。 

♦U モコンに乾電池び入っていない 

♦新しい乾電池を U モコンに入れてください。 

9 

モ 


か、電池び切れている。 



□ 


♦U モコンの送信部び本体の受光部に 

♦ リモコンの送信部を本体の受光部に向けて操 

9 

ン 


向け5れていない。 

作してください。 




♦U モコンび本体か5遠すざる。 

♦リモコンは、本体か5日 ml 如巧のところで操 

9 




作してください。 



参 Late Night びはた5 

♦ 再生ソースびドルビーデジタルでな 

♦皿□に ITAL 表示び点なしていることを確認 

27 


かない。 

い。 

して < ださし、。 



♦マルチチャンネル音声 

♦入力信号フォーマットの設定び 

♦入力信号フオーマツトの設定を確認して<だ 

32 


び出力されなし、。 

[MultichJ になってし、ない。 

さい。 


そ 


♦ 入カソースのオーディオ出力び 

♦接続を確認してください。 

19 

の 

他 


DVD 端テに接続されていない。 



♦スピーカーか5音声は 

♦ DTS サラウンド音声を録音しようと 

♦ DTS サラウンド音声は録音できません。 

3已 


聞こえるび、録音でき 

している。 




ない。 

♦ デジタル入力（□に ITAL INPUT) 

♦ アナ□グ接続をしてください。 

18、19 



に接続した機器の音声を録音しよラ 
としている。 




誤動作ずるときは 

. 本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイズ、静 
電気などを拾って誤動作するとをびあります。このよラなとさは、電源コードを壁のコンセントから一度巧さ、已砂 
じ(上たってから接続しなおしてください。 

-サラウンドモードなどの設定をすべて初期（工場出荷時の設定内容）化したいとさは、電源を入れた状態で VIDEO 
1 ボタンを押したまま STANDBY/ON ボタンを押してください。表示部に 『 Clear 』 び表示され、スタンバイ状態 
になります。 


製品の故障により、正常に録音•録画できなかったことによって生じた損害に D レンタル料等）については、保証対象に 
はなりませんので大事な録音-録画をずるときには、あ5かじめ正しく録音-録画でをることを確認の上、録音-録画を 
巧ってください。 


そ 

の 

他 
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仕様 


■ アンプ（音声）部 


定格出力 

全てのチヤンネル （2 チヤンネル駆動時） 

11 5 W ea 1 kHz ( EIAJ ) 

sow 6 a ] kHz 、 全高調波歪率0 .1 % 

ダイナ5ックパワー（をちフ□ントチヤンネルのみ駆動時) 
301 60 W X 2 
4 a 125 Wx 2 
Qa 8 己 Wx 2 
全高調波ひずみ率： 

定格出力時で0.08% 

1 W 出力時で0.08% 

混変調ひずみ率： 

定格出力時で0.08% 

1 W 出力時で0.08% 

ダンピングファクター： 80負荷時で6日 
入力感度/インピーダンス 

DIGITAL INPUT ( COAXIAL ) : 

0 .已 Vp - p /7 己〇 

DIGITAL INPUT (OPTICAL 1 、 2) : 

日.己 Vp - p /7 己 O 

LINE (CDv VIDEO 1 、2、3、 TAPE 、 TUNER ) : 

2 日 OmV / 己日 ko 

DVD (FRONT L / R 、 CENTER、SURR L / R ) : 

2 日 OmV / 己日 ko 

DVD ( SUBWOOFER ) : 

36 mV / 己 OkQ 

コンポジット （ DVD 、 VIDEO 1、2、 3) : 

1 Vp - p /7 已〇 

S-VIDEO ( DVD 、 VIDEO 1 、2、 3) 

(Y 信号）： 1 Vp - p /7 己 n 
( C 信号）: 日. 28 Vp - p /7 己 Q 
定格出力/インピーダンス 

REG OUT ( VIDEO 1、 TAPE ) : 

2 日 0 mV /470 Q 
SUBWOOFER PRE OUT ： 

1 V /47 日 Q 

コンポジット （MONITOR OUT 、 VIDEO 1) : 

1 Vp - p /7 已〇 

S-VIDEO (MONITOR OUT 、 VIDEO 1) 

(Y 信号）： 1 Vp - p /7 己 n 
( C 信号）: 日. 28 VP - P /7 己 Q 

周波数特性： 

] 日〜！日日 kHz +]/-3 d 目（ダイレクトモード） 

卜ーンコント□-ル 

BASS : ±]2服（己 OHz 時） 

TREBLE : ±12 d 目に日 kHz 時） 

SN 比：] 日 Od 目 ( IHF ) (ダイレクトモード） 

ミュート： 一已日服 


■ -般仕様 


使用電源： AC 100 V 、 50/60 HZ 

消費電力（電気用品ま全まほ術薑準）： 1 83 W 
待機電力：] 目 W 

外お寸法： 43已（幅 ）X ] 日日（高さ ）X 376 (奥行き ） mm 
質量： 9.目 k 呂 

■ U モつン RC-479S 


方式： 赤外線 

信号到達距離： 約日 m 

使用電池： 単3型 （1 .已 V )乾電池3個 


42 



ONKYO 


オン夺ヨーご相談窓□-修理窓□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買いずめの販売店へご依頼ください。 
万一お困りの場をには、下記の窓□へご相談くださるようお願いいたします。 


お客様 
ご相談窓口 


カスタ7— センター 


受付9:30〜17:30 (±日巧:、鸦社休日除く） 

■カタ□グのご請ホ、製品についてのご相談 

本 e-mail :ホームシアター/才ーディオ製品一 巳 ustomer @ onkyo . co.jp 
マルチメディア製品 一 mmcadmin @ onkyo . co.jp 

* TEL . :ナビダイヤル0日70 -01-8111 (き国どこか5でも市内料金で通話いただけまず） 
または072 - 831 - 8111(携帯電話、 PHS か 6) へどうぞ。 


ホ FAX . : 072 - 831 - 8124 

本はがき：〒日72 -8 已4日 

大阪府寝屋川市日新町2— 1 

オンキヨー株式会社カスタマーセンター行 


オンキヨー製品情報、ューサー登録ホームぺーシへ 一 http :// www . onkvo.coJp 

快適な才ーディオライフをお手伝い。ネットショップへ 一 http :// www . e - onkyo.com 


4か iggPl 修理のご依勵ホ、取扱説明書の個ったときは」、「故障かな？と思ったときは」または r 故障？と思ったときは J の項目をご確認のうえ 
ご依頼ぐださい。乾居されたり、贈物で いただいた ものの故障で、お困りの場合は、下記へご相談ください。 


北海道地区 


ネ申奈リ1地区 

札幌サービスステーション 

TEL 011 -747-6612 FAX 011 -747- 6619 
干001 -0028 札幌市化区化2 8ま西 5-1-28 卜ーシン化28をビル 

横ちサービスステーション 

TEL 045-322-9342 FAX 045 - 312 - 6603 
干 220-0072 横お市西区浅間町 1-13 共なビル日 F 

青森•岩手•宮城•が旧•山お-福島地区 

岐阜.静岡.愛知.王重地区 

仙台サービスステーション 

TEL 022-297-0571 FAX 022-257-7330 
干984 - 〇〇日1 f 山台市若林区新寺4 - 9 - 日第二丸冒ビル1 F 

名ち屋サービスステーション 

TELO 日 2-772-1229 FAX 052 -772- 1331 
干4日5-0013名ち屋市名東区社 □ 1 T 印001蚕 

栃木地区 

富山-石川•福井•滋賀•京都•大阪•兵庫•奈良-和歌山地区 

宇都宮サービスステーション 

TEL 028-634-4307 FAX 028 -日 34-4308 
干 320- 日831栃木県宇都宮市新町2 -7- 7 

大阪サービスセンター 

TEL 06 -6576-7620 FAX 06 - 6576 - 7604 
干5日2-0013大阪市港区福崎3 T 目1蚕14 8号 

群馬-埼玉-新谓地区 

鳥取•島根•岡山•広島-山□(下関を除く）地区 

大宮サービスステーション 

TEL 048-651 -8612 FAX 048-651 -9137 
干330 -0034 埼玉県さいたま市±呂町2 -29-2 高をビル1 F 

広島サービスステーション 

TEL 082-262-3315 FAX 082 - 262 - 6571 
干732 -00 日7広島市東区二葉の里 2-8-28 

千葉-茨城地区 

徳島•香川•愛媛-高知地区 

千黄++ —ビスス；—ク/コン 

TEL 043 -29 日-391日 FAX 043 -296-391 2 
干262 - 0033千葉県千葉市花見川区幕張本郷日 T 目2蚕11号 

高松サービスステーション 

TEL 087-868-5662 FAX 087 - 868 - 5672 
干7日 0-0079 高お市松縄町44 -8 西原ビル 1 F 

東京 (23 区)地区 

山□(下関）•福岡•化賀•長崎-熊本•大分•宮崎-鹿巧島-沖縄地区 

東京サービスセンター 

TEL 03-3861 -8121 FAX 03-3861 -8124 
干11 1 -0054 東京都台東区鳥越 1-2-3 A マスエビル 

福岡サービスステーション 

TEL 092-418-1357 FAX 092 -41 8 - 1358 
干 812-0006 福岡市博を区上牟田 3-8- 19みなみビル202 

東京 (23 区を除く）-山梨-長野地区 


八王子サービスステーション 

TEL 0426-32-8030 FAX 0426-36-9312 
干192 -091 4東京都八王子巿片倉町358番地 


オンキヨーサービス認定店（オンキヨー製品の修理を委託しているヴービス認定店でず。） 

詩岡サービス認定店 

TELO 已 43-46-6 已02 FAX 0已 43-46-709 1 
干 424-0063 静岡県清水市能島171 -1 日 


能本サービス認定店 

TEL 0 9巨-3 64-1 47己 FAX 0 9 6-3 巨 4-1 47已 
干 862-0 目70熊本県熊本市;度鹿 7-15-1 8 

北陸サービス認定店 

TEL 077色- 27-1 868 FAX 0776-27-1 768 
〒目 10-000 1 福井県福井市大願寺3-已-日 

沖縄サービス認定店 

TEL 098-876-91 9己 FAX 0 9 8-8 7巨-919已 
〒曰 01 - 吕 104冲縄県浦添市当山己己8蚕地の扫 
キャッスルサイド浦添1 〇吕号 

岡山サービス認定店 

TEL 0 8 6-2 74-己840 FAX 0 8巨- 吕 74-已扫40 
干703 -日吕 71岡山県岡山市円山13 




2002年6月現在 お客様相談窓□•修理窓□のち称、所在地、電話番号は変更になることがございますのでご了承ください。 

SN 吕93已 S 031 G - 吕 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途;添付していますので、お買い上げの際 
にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載內容をご確認いたださ大切に保管して 
<ださい。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

■調子び悪いとさは 

意外な操作 S スが故障と思われています。 

この取扱説明書をちう一度よくお読みいただき、お調べくださ 
い。本機！;(がの原因を考え6れます。ご使用の他のオーディオ製 
品ちあわせてお調べください。それでをなお異常のあるとさは、 
必ず電源プラグを抜いてから修理を依頼してください。 


■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたとさは、商品と保証書をご持参ご提示 
のうえ、お買い上げの販売店または、当社サービスステーション 
にご依頼ください。詳細は保証書をご覧ください。 


■修理を依頼されるとをは 

r おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 （ TX - SA 己日日）」 
r 故障または異常の内容」をでさるだけ詳し <ぉ買い上げ店、また 
は当社サービスステーションまでご連絡 < ださい。 


■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーションにご相談くだ 
さい。修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望に 
より有料修理致します。 


■ 補修用性能部品の保有期間について 

当社では本機の補修用性能部品を製造打ち切り後最低8年間保ち 
しています。この期間は経済産業省の指導によるちのです。性 
能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部品です。 
保有期間経過後でを、故障箇所によっては修理巧能の場合があ 
りますのでお買い上げ店、または当社サービスステーションに 
ご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

巧を杜 

本社大阪府寝屋リ I 市日新の 2- 1干日 72-8 已40 

製品の故障や修理についてのお問い合わせ巧： 

お買し、上げの販売店も U < I ホオンキヨーご相談窓口 •修理窓□のご案内記載の最寄が D ヴービスステーンヨンへ 
お串し出 < r ごさい。 

参東京サービスセンタ^ D 03(38 巨1 ) 扫1吕1♦大阪サービス七ンター〇。巨 （6 己 76)7 色吕。 

SN 29343291 B W 0207-3 



http;//www.onkyo.co.jp/ 























